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「

荷

頃

神

楽

舞
」

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
民
俗
芸
能
）

保
持
団
体

北
荷
頃
巣
守
神
社
太
々
神
楽
保
存
会

指
定
年
月
日

昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

北
荷
頃
の
太
々
神
楽
は
、
毎
年
四
月
三
十
日
・
五
月
一
日
と
七
月
三
十

だ

い

だ

い

か

ぐ

ら

一
日
・
八
月
一
日
の
春
と
秋
の
祭
り
に
、
巣
守
神
社
境
内
舞
殿
で
奉
納
さ

れ
ま
す
。
比
呂
古
・
天
川
・
刀
舞
・
五
穀
散
・
稲
田
宮
（
山
田
乃
蛇
退

ひ

ろ

こ

あ
ま
が
わ

か
た
な
ま
い

ご

こ
く
ち
ら
し

い

な

だ

み
や

お
ろ
ち

治
）
な
ど
総
座
二
十
五
座
で
、
奉
納
さ
れ
る
舞
は
宵
宮
と
昼
宮
で
は
全
く

よ
い
み
や

異
な
る
の
が
特
色
で
す
。

舞
は
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
伝
え
ら
れ
る
天
照
大
神
の
天
岩
戸
の
段

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

あ

ま

の

い

わ

と

の
古
事
を
、
黙
劇
風
に
仕
立
て
て
あ
る
出
雲
流
の
系
統
で
、
熱
田
（
現
見

附
市
）
の
小
丹
生
神
社
の
神
楽
が
源
流
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
十
四
年
、

お

に

ふ

巣
守
神
社
の
新
し
い
神
殿
落
成
遷
宮
を
記
念
し
て
奉
納
さ
れ
た
の
が
始
ま

せ
ん
ぐ
う

り
と
さ
れ
、
同
年
巣
守
神
社
社
掌
安
部
氏
の
肝
い
り
で
熱
田
の
舞
の
達
人

で
あ
る
村
沢
久
治
氏
を
当
地
に
招
い
て
、
村
の
若
人
四
人
が
こ
れ
を
習
得

し
ま
し
た
。
舞
具
や
装
束
・
神
楽
面
な
ど
を
調
整
し
な
が
ら
、
安
部
氏
宅

に
お
い
て
舞
の
技
や
太
鼓
・
笛
を
習
い
、
そ
し
て
明
治
十
七
年
五
月
一
日
、

巣
守
神
社
春
例
大
祭
に
神
楽
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。
当
時
の
団
体
名
称
は

巣
守
神
社
楽
人
と
称
し
ま
し
た
。
舞
の
技
を
磨
く
こ
と
で
、
一
時
期
、
村

が
く
じ
ん

内
の
組
同
士
で
技
の
競
い
合
い
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
県
内
や
会
津

ま
で
出
向
い
て
奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
毎
年
八
月
、

長
岡
市
蓬
平
高
龍
神
社
大
祭
で
奉
納
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内

各
地
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演
要
請
が
あ
り
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

囃
子
方
と
息
の
合
っ
た
「
舞
子
」
と
呼
ば
れ
る
舞
方
の
舞
は
特
に
優
れ

は

や

し

か

た

て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の

文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
（
総
合
体
育
館
内

‐
１
１
１
８
）
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 勤 労 者 体 育 館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日

４月21日ｵｰﾌﾟﾝ、毎週火曜日休 杜 々 の 森
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日
日 道 院 高 原 冬期休業中
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 毎週水曜日

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。



一般会計歳入（千円）

一般会計歳出（千円）

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
三
月

定
例
市
議
会
で
前
年
度
同
額
の
百
十
九
億
二

千
六
百
万
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
の
総

額
は
、
百
九
十
二
億
四
千
九
十
八
万
六
千
円

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
、
二
億
八
千
八
百

五
十
二
万
円
の
増
、
伸
び
率
一
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
改
革

大
綱
お
よ
び
第
五
次
総
合
計
画
を
踏
ま
え
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
、
歳

出
の
合
理
化
・
効
率
化
に
最
大
限
努
め
、
事

業
を
厳
選
し
て
国
・
県
の
補
助
事
業
の
活
用

と
、
過
疎
債
な
ど
償
還
金
を
地
方
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
財
源
を
積
極
的
に
活
用
。
道
路

整
備
、
生
活
環
境
の
整
備
、
社
会
福
祉
の
充

実
、
産
業
の
振
興
、
観
光
の
開
発
、
教
育
施

設
の
整
備
、
地
域
活
性
化
対
策
な
ど
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
歳
出
は
、
総
務
費
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
や
第
六

次
総
合
計
画
策
定
経
費
。
民
生
費
は
施
設
入

所
措
置
費
。
衛
生
費
で
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
費
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
な
ど

に
要
す
る
経
費
。
農
林
水
産
業
費
は
簡
易
水

道
事
業
へ
の
繰
出
金
や
林
道
道
院
線
の
事
業

費
。
商
工
費
で
は
共
通
商
品
券
発
行
事
業
補

助
金
や
不
況
対
策
特
別
資
金
な
ど
の
商
工
振

興
費
。
教
育
費
で
は
生
涯
教
育
の
充
実
の
た

め
の
経
費
や
学
校
の
管
理
経
費
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。

以
下
、
三
月
議
会
に
お
け
る
市
長
の
施
政

方
針
（
原
文
の
ま
ま
）
に
沿
っ
て
、
平
成
十

四
年
度
の
主
な
政
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

引き続き拡幅工事を行う
金沢平堤防線(金沢地内)。
基幹道路や最も身近な生
活道路、通学道路の歩道
などの整備を進めます

昨年度と同額平成14年度一般会計予算は

万円億

平成14年度施政方針演説を
述べる杵渕市長

そ
れ
で
は
、
第
五
次
総
合
計
画
の
基
本

計
画
に
沿
っ
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
五
次
総
合
計
画
で
う
た
っ
て
お
り
ま

す
「
住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

は
、
都
市
・
地
域
機
能
の
整
備
を
欠
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
、
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
を
な
す
基
幹
道

路
整
備
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

国
道
二
九
〇
号
線
東
バ
イ
パ
ス
工
事
は
、

国
道
三
五
一
号
線
と
連
結
し
、
周
辺
市
町

村
と
の
交
通
の
利
便
を
図
る
と
と
も
に
、

市
街
地
交
通
の
円
滑
化
を
期
す
た
め
、
早

住
み
心
地
の
良
いま
ち
づ
く
り

期
に
完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
路
線

の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
国
道
二
九

〇
号
線
東
バ
イ
パ
ス
は
、
栃
尾
大
橋
を
は

じ
め
と
す
る
道
路
築
造
に
入
っ
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
度
も
工
事
の
一
日
も
早
い
完

成
に
向
け
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
金
沢
・
大
野
町
線
の
「
秋

葉
ト
ン
ネ
ル
」
を
経
由
し
て
塩
谷
方
面
に

通
じ
る
都
市
計
画
道
路
金
沢
・
平
堤
防
線

は
、
引
続
き
金
沢
地
内
の
拡
幅
改
良
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
は
、

都
市
計
画
道
路
金
沢
・
平
堤
防
線
を
区
画

整
理
工
事
が
行
わ
れ
る
平
地
区
か
ら
東
バ

イ
パ
ス
ま
で
、
路
線
工
事
の
一
部
に
着
手

す
る
ほ
か
、
市
街
地
か
ら
幹
線
に
連
結
す

る
栃
尾
坂
金
町
線
も
、
工
事
着
手
に
向
け

調
査
測
量
に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

一
般
県
道
栃
尾
・
田
井
線
「
栃
尾
ト
ン

ネ
ル
」
が
、
本
年
三
月
二
十
五
日
完
成
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
栃
尾
ト
ン
ネ
ル
の

完
成
に
よ
り
、
平
成
十
五
年
完
成
が
予
定

さ
れ
る
国
道
二
九
〇
号
線
東
バ
イ
パ
ス
工

事
と
あ
わ
せ
、
国
道
三
五
一
号
線
か
ら
国

道
二
九
〇
号
線
、
さ
ら
に
「
栃
尾
ト
ン
ネ

ル
」
利
用
に
よ
る
一
般
県
道
栃
尾
・
田
井

線
へ
の
接
続
な
ど
、
永
年
に
わ
た
る
市
の

構
想
、
東
側
環
状
線
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

市
道
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
市
の

西
側
環
状
線
の
一
部
を
な
す
山
田
・
土
ヶ

谷
・
本
津
川
線
、
道
院
・
杜
々
の
森
へ
の

観
光
路
線
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
赤

谷
・
来
伝
・
松
尾
線
に
つ
き
ま
し
て
も
着

々
と
工
事
は
進
捗
し
、
完
成
に
向
け
引
続

き
工
事
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
最
も
身
近
な
生

活
路
線
で
あ
る
集
落
内
の
生
活
道
路
や
通

学
道
路
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
便
益
の

増
進
に
向
け
改
良
舗
装
、
歩
道
等
の
整
備

工
事
な
ど
を
市
の
単
独
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
度

か
ら
、
住
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
東
が

丘
地
区
に
お
い
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業

調
査
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

泉
・
宮
沢
、
平
、
東
が
丘
地
区
と
住
環
境

整
備
地
区
の
拡
大
に
よ
り
若
者
の
定
着
、

少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
れ
ば
と
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
「
快
適
で
安
全
な
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
で
の
「
ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境

整
備
と
し
て
の
雪
対
策
と
生
活
環
境
の
充

実
」
で
あ
り
ま
す
。
雪
国
に
住
む
住
民
に

と
っ
て
雪
対
策
は
、
生
活
環
境
を
守
る
た

め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
策
で
あ
り
ま

す
。
近
年
は
暖
冬
少
雪
傾
向
に
あ
り
な
が

ら
も
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
豪
雪
に
見
舞
わ

れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
た
と
え

小
雪
で
あ
っ
て
も
雪
に
よ
り
住
民
の
日
常

生
活
が
疎
外
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
本
年
度
も
雪
国
の
都
市
と
し
て
、

さ
ら
に
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

快
適
で
安
全
な

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

除
雪
機
械
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
流
雪
溝

の
整
備
も
引
続
き
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
雪
国
で
あ
る

本
市
に
と
っ
て
の
最
大
の
課
題
は
、
屋
根

雪
処
理
で
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
の
進
行
に

対
応
し
、
今
後
も
克
雪
住
宅
へ
の
補
助
制

度
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
定
住
促
進
の

た
め
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
、
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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１日も早い完成が待たれる国道２９０号線東バイパ
スのとちお大橋。周辺市町村へのアクセスが良くな
り、市街地の交通渋滞解消が期待されています

平地区土地区
画整理予定地。
今年度は東が
丘地区で土地
区画整理の調
査を行います



上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
は
、
施
設
の
若
返
り
の
た
め
の
老
朽
管

更
新
対
策
事
業
、
栃
堀
配
水
池
等
の
改
良

工
事
を
行
い
、
よ
り
安
定
し
た
供
給
を
目

指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
二
ヵ
年
計
画
で

着
手
し
、
最
終
年
度
に
あ
た
る
配
水
系
統

改
良
事
業
、
本
年
度
新
た
に
実
施
す
る
栃

堀
配
水
区
配
水
系
統
改
良
事
業
を
施
工
し

ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
施
工
が
計
画
さ
れ

て
い
る
平
地
区
区
画
整
理
工
事
の
施
工
に

と
も
な
い
、
工
事
費
の
軽
減
を
図
り
、
区

域
内
の
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、

下
流
域
へ
の
安
定
供
給
を
期
し
、
供
給
管

及
び
送
水
管
の
配
管
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
今
年

度
か
ら
三
年
計
画
で
新
た
に
フ
ォ
レ
ス
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
整
備
事
業
を
実
施
し
、

西
中
野
俣
、
繁
窪
地
区
に
簡
易
水
道
を
導

入
い
た
し
ま

す
。
昨
年
度

事
業
開
始
い

た
し
ま
し
た

入
東
谷
地
区

の
県
営
中
山

間
地
域
総
合

整
備
事
業
と

あ
わ
せ
、
水

道
未
普
及
地

域
の
解
消
に

努
め
て
行
き

た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ガ
ス
事
業
に
お
い
て
は
、
ガ
バ
ナ
ー
室
、

白
ガ
ス
管
布
設
替
工
事
等
諸
施
設
の
整
備

を
図
る
と
と
と
も
に
、
保
守
・
点
検
調
査

等
の
保
安
対
策
に
力
を
注
ぎ
、
ガ
ス
の
安

定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
規
需
要
家
の
開
拓
と
、
お
客
様
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
、
平
地
区
区
画
整
理

区
域
内
に
新
た
に
ガ
ス
供
給
管
の
配
管
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
第
八
次
七
カ
年

計
画
も
最
終
年
度
を
迎
え
、
今
年
度
公
共

下
水
道
と
、
特
定
環
境
下
水
道
事
業
に
よ

り
主
に
施
工
す
る
北
荷
頃
、
東
谷
地
区
で
、

面
的
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
す
る
予
定
で
す
。

今
後
は
、
計
画
区
域
内
で
施
工
さ
れ
る
道

路
改
良
等
他
工
事
と
あ
わ
せ
て
、
管
路
の

整
備
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
平
地
区
区
画
整
理
区
域

内
に
は
、
今
後
新
た
な
住
宅
の
建
設
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
区
域
内
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
先
取
り
と
し
て
、
新
た
な
管

路
の
布
設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
計
画

区
域
外
の
地
域
に
お
け
る
し
尿
、
生
活
雑

排
水
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度

を
継
続
し
、
区
域
外
の
環
境
整
備
を
図
っ

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

「
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保
」
の
た
め
の

施
策
と
し
て
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
処
理
量
の
増
大
と
ご
み
焼
却
に
よ

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
が
、
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市

内
全
域
で
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

を
展
開
し
、

ご
み
の
再
資

源
化
と
ご
み

の
排
出
量
の

抑
制
を
図
る

た
め
今
年
度

は
、
ご
み
処

理
量
の
減
量

化

を

目

指

し
、
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
建
設
を

計
画
い
た
し

ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
モ
デ
ル
事
業
、

栃
尾
リ
サ
イ
ク
ル
作
戦
等
の
ソ
フ
ト
事
業

と
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
環
境
推
進
委

員
と
の
連
携
、
協
力
を
い
た
だ
き
、
住
民

へ
の
ご
み
に
対
す
る
意
識
の
啓
蒙
と
マ
ナ

ー
向
上
実
践
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
を

目
指
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
昨
年
着
工
い
た
し
ま
し
た
ご
み

焼
却
炉
の
排
ガ
ス
高
度
処
理
と
、
灰
固
形

化
処
理
施
設
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
今
年
度

は
、
新
た
に
繊
維
屑
焼
却
炉
排
ガ
ス
高
度

処
理
施
設
整
備
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
「
人
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
お
け
る
社
会
福
祉
の
充
実
に

対
す
る
政
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

保
健
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
検

人
に
や
さ
し
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

診
事
業
と
保
健
指
導
の
充
実
に
よ
り
疾
病

の
早
期
発
見
と
予
防
を
行
い
、
市
民
の
健

康
管
理
に
努
め
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
特
に
今
年
度
は
、
検
診
項
目
に
高
脂

症
血
液
検
査
と
糖
代
謝
判
定
検
査
、
Ｃ
型

肝
炎
検
査
を
加
え
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

の
疾
病
予
防
に
一
段
と
役
立
つ
も
の
と
期

待
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

乳
幼
児
の
医
療
扶
助
を
満
四
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
に
拡
充
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

妊
産
婦
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
事
業
は
、

今
年
度
も
引
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。
今

年
度
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施

策
に
よ
り
、
未
来
を
託
す
乳
幼
児
、
妊
産

婦
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
少
し
で
も

医
療
費
の
負
担
か
ら
開
放
さ
れ
、
安
心
し

て
健
康
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
と
配
慮
い

た
し
ま
し
た
。
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公共下水道計画外地域には、
昨年に続き合併処理浄化槽の
設置補助を行います

各種健診などの充実を図り、市民の
健康管理に努めています。また、乳
幼児の医療助成を拡充しました

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
、

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
退
職
者
医
療

費
と
老
人
医
療
費
は
、
増
大
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

医
療
費
の
動
向
が
保
険
事
業
の
財
政
運
営

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
長
期
的
な

医
療
費
の
推
移
を
展
望
し
、
今
後
も
安
定

し
た
保
険
基
盤
の
保
持
に
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

福
祉
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
に

困
窮
す
る
世
帯
へ
の
適
正
な
保
護
は
も
と

よ
り
、
年
々
進
む
少
子
・
高
齢
化
社
会
を

念
頭
に
、
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
、
母
子

・
父
子
等
の
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
、
社
会

的
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
々
に
対
す
る
福
祉

を
、
各
制
度
を
超
え
市
単
独
で
一
層
の
充

実
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
平
成
十
四
年
度
も
、
重
度
心
身
障

害
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
入
院
食

事
療
養
費
、
薬
剤
費
の
一
部
負
担
、
在
宅

重
度
知
的
障
害
児
へ
の
日
常
生
活
用
具
、

心
身
障
害
児
補
装
具
の
一
部
負
担
、
在
宅

に
お
け
る
介
護
手
当
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
、
腎
臓
機
能
障
害
者
へ
の
通
院
交

通
費
な
ど
に
対
す
る
単
独
助
成
制
度
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の

自
立
生
活
の
支
援
と
し
て
、
寝
具
の
乾
燥

消
毒
や
雪
下
ろ
し
な
ど
の
生
活
支
援
事
業

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
心
の
ケ

ア
と
し
て
、
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
支

援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
、
心
配
ご
と
相
談

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
の
充
実
を
図
り
、
健
康
な
老
人
の
生
き

が
い
対
策
と
し
て
の
施
策
を
実
施
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

児
童
福
祉
に
お
い
て
は
、
働
く
お
母
さ

ん
方
の
手
助
け
と
し
て
子
育
て
支
援
事
業

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
延
長
保

育
推
進
委
託
料
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
時
代
に
適
合
し
た
多
様
な
福
祉
需

要
を
的
確
に
と
ら
え
、
人
に
や
さ
し
い
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

「
活
力
の
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

で
の
農
林
水
産
業
振
興
に
つ
い
て
申
し
上

活
力
の
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

げ
ま
す
。

本
市
の
美
し
く
豊
か
な
自
然

は
、
農
林
業
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
現
在
置

か
れ
て
い
る
農
業
は
、
米
の
輸

入
自
由
化
を
は
じ
め
生
産
調
整

の
実
施
、
後
継
者
不
足
と
高
齢

化
の
進
行
、
土
地
改
良
事
業
の

遅
れ
な
ど
、
誠
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
処
す
る
た
め
、
当
市
の
農

業
は
、
ハ
ー
ド
面
で
土
地
改

良
、
農
林
道
な
ど
の
農
業
基

盤
、
棚
田
保
全
な
ど
の
生
活
環

境
の
整
備
、
ソ
フ
ト
面
で
農
産

物
の
生
産
指
導
、
販
路
の
確

立
、
農
業
と
観
光
と
の
融
合
な
ど
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
た
農
業
の
持
続
的
な
発
展

と
農
村
の
振
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
策
実
現
に
向
け
本
年
度
も
、
国
、

県
へ
積
極
的
な
運
動
を
展
開
し
、
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
、
棚
田
地
域
保
全
整

備
事
業
や
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
な
ど

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
制
度
・
事
業
を
活

用
し
、
生
産
・
生
活
環
境
基
盤
、
農
林
業

基
盤
の
整
備
を
進
め
、
農
地
の
集
積
と
経

営
規
模
の
拡
大
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、

優
良
農
地
の
確
保
な
ど
に
よ
る
農
村
地
域

の
活
性
化
、
特
に
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
基
幹
産
業
で

あ
り
ま
す
繊
維
産
業
は
、
経
済
不
況
に
よ

る
受
注
の
落
込
み
と
、
安
価
な
繊
維
製
品

の
海
外
か
ら
の
輸
入
急
増
に
よ
り
、
そ
の

経
営
環
境
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況

の
中
、
商
品
の
高
級
化
、
他
産
地
と
の
差

別
化
、
経
営
の
合
理
化
な
ど
、
業
績
の
向

上
に
向
け
、
常
に
前
向
き
に
経
営
を
進
め

て
お
ら
れ
る
業
界
各
位
に
対
し
深
い
敬
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
市
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
業
界
の
産
地
振
興
に
対
し

積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
本
年
度
は
、
不
況
対
策
緊
急
資
金

の
貸
付
制
度
を
充
実
す
る
ほ
か
、
従
前
の

産
地
振
興
援
助
事
業
補
助
金
及
び
各
種
制

度
融
資
を
通
じ
、
地
場
産
業
の
振
興
に
最

大
限
の
支
援
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
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遊雪まつり前夜祭用の雪洞を作る親子。働
ぼんぼり

きながら子育てする人への支援事業とし
て、延長保育推進委託料を新設しました

新宿表参道のネスパスで｢とち
お｣をＰＲ。農業、観光、伝統
文化の融合など、２１世紀に向
けた農業の持続的な発展と農村
の振興を目指します



雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
引
く

不
況
の
中
に
あ
っ
て
、
雇
用
の
確
保
と
安

定
は
、
国
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
当
市

に
と
っ
て
も
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
十
四
年
度
は
、
国
の
施
策
と
あ

い
ま
っ
て
当
市
も
、
緊
急
地
域
雇
用
創
出

特
別
基
金
事
業
を
実
施
し
、
新
た
な
雇
用

の
確
保
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
就
職
者
に
対
す

る
支
援
策
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
就
職
支

度
金
貸
与
制
度
を
継
続
し
、
地
域
の
雇
用

の
安
定
、
活
性
化
に
努
め
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
労
働
力
の
確
保
と
地
元

定
住
策
と
し
て
、
新
規
学
卒
者
の
確
保
と
、

Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
受
け
皿
づ
く
り
な

ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

新
規
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

景
気
の
低
迷
か
ら
、
企
業
の
投
資

意
欲
も
減
退
し
て
お
り
、
非
常
に

難
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
引
続
き
粘
り
強
く
誘
致
に
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

商
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
引
く
不
況
に
よ
り
そ
の
取
巻
く

環
境
は
、
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
も

の
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

関
係
者
と
の
結
束
を
密
に
し
、
今

後
の
消
費
者
の
購
買
動
向
等
を
的

確
に
と
ら
え
、
中
心
商
店
街
再
開

発
構
想
や
都
市
計
画
道
路
の
整
備

な
ど
の
機
会
を
利
用
し
、
新
た
な
る
商
業

振
興
の
実
現
に
向
け
、
商
店
街
の
活
性
化

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
本
年

度
は
、
商
工
会
が
実
施
す
る
共
通
商
品
券

発
行
事
業
に
補
助
を
行
い
、
市
内
の
購
買

層
掘
り
起
こ
し
に
協
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
長
岡
地
方
拠

点
都
市
構
想
の
中
で
本
市
は
、
観
光
・
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

広
域
的
見
地
か
ら
も
観
光
都
市
へ
の
期
待

が
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
長

岡
地
域
広
域
行
政
組
合
の
広
域
観
光
推
進

事
業
の
ル
ー
ト
に
も
設
定
さ
れ
誘
客
が
図

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
道
の
駅
ル

ー
ト
二
九
〇
を
中
心

に
年
々
来
訪
者
が
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
市
の
イ
ー
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た

め
、
昨
年
度
首
都
圏

へ
の
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し

て
実
施
し
た
首
都
圏

交
流
事
業
な
ど
を
通

じ
、
交
流
人
口
の
増

加
に
意
を
尽
く
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
栃
尾
市

エ
リ
ア
内
の
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
公
園
整

備
に
つ
い
て
は
、
国

の
機
構
改
革
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
総
合

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

と
あ
わ
せ
、
そ
の
完

成
に
向
け
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

新
た
な
観
光
資
源
開
発
の
一
環
と
し
て
、

上
来
伝
か
ら
道
院
へ
の
入
込
み
客
の
大
型

バ
ス
に
よ
る
交
通
確
保
の
た
め
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
、
道
路
整
備
ふ
る
さ
と
林
道

整
備
事
業
林
道
道
院
線
の
改
良
は
、
本
年

度
が
最
終
年
度
に
当
り
、
年
度
内
完
了
に

向
け
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
り
、
道
の

駅
ル
ー
ト
二
九
〇
を
中
心
と
し
た
道
院
、

杜
々
の
森
を
結
ぶ
観
光
ゾ
ー
ン
が
形
成
さ

れ
、
交
流
人
口
の
増
加
が
図
ら
れ
る
も
の

と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

か
ら
Ｉ
Ｔ
教
育
を
産
業
交
流
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
一
元
化
し
、
Ｉ

Ｔ
革
命
の
推
進
に
伴
う
高
度
情
報
化
社
会

へ
の
市
民
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
技
術
の
取
得
に
対
応
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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昨年度のＩＴ講習は、市内１５会場で９５講座が開催され、
約１５００人が受講。今年度は、おりなすで講座を開催し
ます。ＩＴ革命の推進に伴う高度情報化社会に対応できる
よう、市民のインターネット技術の向上を支援します

道院高原でのグラウンドゴルフ大会。今年度で林道道
院線の改良工事は完了の予定です。これにより大型バ
スの通行も可能になり、観光客の増加が見込まれます

「
心
豊
か
な
ひ
と
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
」
で
の
学
校
教
育
の
整
備
充
実
で
は
、

初
等
教
育
の
重
要
性
を
重
視
し
、
創
造
性

豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
供
の
育
成
と
、

時
代
に
適
合
し
た
人
材
育
成
の
た
め
教
材
、

教
具
、
施
設
の
整
備
に
意
を
配
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
今
年

度
は
、
学
校
週
五
日
制
最
初
の
年
で
も
あ

り
、
ゆ
と
り
の
教
育
と
と
も
に
、
基
礎
教

育
の
取
得
に
重
点
を
お
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
教
育
に
つ
い
て
は
、
県
下
で
も
い
ち

早
く
機
器
を
導
入
し
て
実
施
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
国
に
お
い
て
、
平

成
十
七
年
度
を
目
標
に
全
て
の
公
立
小
中

心
豊
か
な
ひ
と
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

高
等
学
校
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
め
ざ
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
年
度
は
、
市
内
学
校
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
充
実
の
た
め
、
南
小
学

校
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
行
い
、
あ
ら

ゆ
る
授
業
に
お
い
て
教
員
及
び
生
徒
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
で
き
る
環
境
を

整
備
し
教
育
の
情
報
化
、
高
度
情
報
化
社

会
へ
対
応
す
る
た
め
の
教
育
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
九
年
度
に
第
四
種
公
認
陸
上
競
技
場

と
し
て
公
認
さ
れ
ま
し
た
刈
谷
田
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
を
補
修
し
、
再
度
公
認
陸
上
競

技
場
と
し
て
の
公
認
を
目
指
す
と
と
も
に
、

市
内
各
小
中
学
校
施
設
の
管
理
に
要
す
る

経
費
を
予
算
措
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
か
ら
機
構
改
革
を
行
い
、
社
会
教

育
課
と
公
民
館
と
を
合
併
し
生
涯
学
習
課

と
し
て
組
織
の
合
理
化
、
業
務
の
一
元
化

を
図
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
期
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基

盤
整
備
と
地
域
教
育
力
の
充
実
を
重
要
課

題
と
し
、
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
週
五
日
制
へ
の
対
応
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施
い
た
し
ま
し

た
放
課
後
留
守
家
庭
と
な
る
児
童
の
た
め

の
学
童
保
育
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
い

き
い
き
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
夢
事
業
の
一
環

と
し
て
あ
そ
び
塾
を
開
講
し
、
社
会
教
育

で
の
対
応
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

図
書
室
利
用
者
の
窓
口
業
務
の
簡
素
、
迅

速
化
に
よ
り
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
た
め
、
業
務
の
電
算
化
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
一
年
新
潟
国
体
開
催
時
に
当
市
が
剣

道
会
場
と
な
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
体
育
協
会
を
中
心
に
関
係

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
競
技
力
向
上
、

大
会
開
催
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
他
種
目
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
お
い
て
も
、
関

係
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
競
技
力
向

上
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
に
向
け

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興
に
お
い
て
は
、
平
成

七
年
十
一
月
開
館
以
来
、
市
民
を
は
じ
め

県
内
外
の
皆
様
か
ら
多
数
の
ご
来
館
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
美

術
館
を
、
今
後
も
日
本

唯
一
の
ふ
る
さ
と
美
術

館
と
し
て
、
そ
こ
に
ふ

さ
わ
し
い
企
画
展
、
所

蔵
作
品
を
中
心
と
し
た

常
設
展
、
こ
ど
も
達
の

作
品
展
示
な
ど
、
市
民

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る

美
術
館
を
目
指
し
、
美

術
鑑
賞
機
会
の
充
実
、

創
作
教
育
の
醸
成
に
役

立
て
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

以
上
、
平
成
十
四
年
度
の
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
財
政
に

お
き
ま
し
て
は
、
か
っ
て
な
い
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
今
後
も
不
況
の
進
行
、
国
・

県
の
行
政
改
革
に
よ
る
市
町
村
へ
の
し
わ

寄
せ
な
ど
、
そ
の
厳
し
さ
の
底
は
見
え
て

お
り
ま
せ
ん
。
平
成
十
二
年
度
に
策
定
い

た
し
ま
し
た
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

さ
ら
に
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
歳
出
の
見
直
し
に
よ
る
抑

制
と
施
策
の
重
点
実
施
及
び
市
負
担
の
少

な
い
資
金
活
用
、
単
独
事
業
の
厳
選
な
ど
、

健
全
財
政
の
維
持
を
図
り
、
市
民
の
た
め

の
よ
り
よ
い
生
活
基
盤
の
確
立
、
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
十
四
年
度
の

施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。
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美術館で毎年開催される｢とちおのこ
ども作品展｣。このほかに企画展や所
蔵作品による常設展を開催し、ふるさ
と美術館として市民に親しまれる美術
館を目指します

皆楽荘(吉水)で行われた、剣道国体候補選手
の強化合宿。平成２１年に開催される新潟国
体で、当市は剣道会場に決定しており、大会
開催に向け準備を進めます



第
六
次
総
合
計
画
策
定

九
四

都
市
・
地
域
機
能
の
整
備

・
市
道
整
備
事
業

一
億
九
〇
〇
〇

・
都
市
計
画
街
路
改
良
工
事

（
金
沢
平
堤
防
線
、
栃
尾
坂
金
沢
線
）

五
億
五
四
四
七

・
地
方
道
改
良
工
事

（
平
中
野
俣
線
、
赤
谷
来
伝
松
尾
線
ほ
か
）

二
億
四
九
〇
〇

・
東
が
丘
土
地
区
画
整
理
事
業
調
査
委
託
料

一
八
〇
〇

・
平
土
地
区
画
整
理
事
業
補
助
金二

〇
〇
〇

・
廃
止
路
線
代
替
バ
ス
運
行
費
補
助
金

一
八
二
三

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

・
流
雪
溝
整
備
事
業
（
金
町
ほ
か
）一〇

八
〇

ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
の
整
備

・
道
路
除
雪
委
託
料

一
億
〇
〇
〇
〇

住
み
心
地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り

◇◇
快
適
で
安
全
な

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

・
繁
窪
・
西
中
野
俣
簡
易
水
道
事
業

（
特
別
会
計
事
業
）

一
億
〇
八
七
二

・
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金

六
一
五
六

・
克
雪
住
宅
整
備
事
業
補
助
金

三
二
〇
〇

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

五
億
五
七
五
九

安
全
な
く
ら
し
の
確
保

・
繊
維
屑
焼
却
炉
排
ガ
ス
高
度
処
理
施
設

整
備
事
業

一
億
三
七
三
一

・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

一
億
九
四
四
六

・
ご
み
袋
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
事
業二三

〇
二

・
栃
尾
リ
サ
イ
ク
ル
作
戦

一
四
三
八

・
排
ガ
ス
高
度
処
理
施
設
整
備
事
業八〇

九
四

農
林
水
産
業
振
興

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
上
塩
地
区
、
入
東
地
区
）
八
六
七
二

・
県
営
ほ
場
整
備
事
業

（
吉
水
地
区
、
下
塩
地
区
）
三
三
四
一

・
林
道
道
院
線
整
備
事
業

八
四
六
五

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

◇

・
棚
田
地
域
等
保
全
整
備
事
業

（
一
之
貝
地
区
農
道
・
水
路
整
備
）

一
五
七
六

・
中
山
間
地
域
総
合
農
地
防
災
事
業

（
吉
水
江
改
良
）

二
〇
七
〇

・
揮
発
油
税
身
替
農
道
整
備
事
業

（
栃
尾
地
区
）

二
一
五
〇

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

一
億
八
一
四
四

工
業
振
興

・
不
況
対
策
緊
急
資
金

三
億
〇
〇
〇
〇

・
産
地
振
興
援
助
事
業
助
成
金

一
三
〇
〇

・
産
業
育
成
資
金

六
〇
〇
〇

・
中
小
企
業
振
興
資
金

一
億
〇
〇
〇
〇

・
小
企
業
経
営
改
善
資
金

一
〇
〇
〇

・
新
規
創
業
支
援
資
金

二
五
〇
〇

・
不
況
対
策
特
別
資
金

三
億
一
〇
〇
〇

・
ふ
る
さ
と
就
職
支
度
金

三
〇
〇

商
業
振
興

・
共
通
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金

七
〇
〇

・
商
工
振
興
事
業
補
助
金

八
五
〇

観
光
振
興

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
公
園
整
備
事
業

一
億
〇
五
〇
〇

・
管
理
運
営
委
託
料
（
道
院
・
交
流
広
場
、

杜
々
の
森
、
道
の
駅
）

五
九
〇
〇

雇
用
対
策

・
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業

（
学
校
情
報
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業
、

図
書
業
務
電
算
化
事
業
、
生
き
が
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事

業
ほ
か
）

三
五
四
八

情
報
化
の
推
進

・
情
報
化
推
進
事
業

三
〇
七
九
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平
成

年
度
一
般
会
計
予
算

14
主
な
事
業
の
内
容

（
単
位

万
円
）

‥

主な事業内容

商店街の活性化や購買層の
掘り起こしのため、商工会
が行う共通商品券の発行事
業に協力します（昨年発行
された商品券）

社
会
福
祉
の
充
実

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

二
億
一
八
二
三

・
介
護
支
援
事
業
特
別
会
計
繰
出
金一九

二
九

・
老
人
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

一
億
五
一
三
四

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

（
四
歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で
に
拡
大
）

三
四
〇
〇

・
基
本
健
康
診
査
等
委
託
料

五
二
九
七

・
予
防
接
種
委
託
料

一
四
〇
二

・
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業一六

〇

◇
人
に
や
さ
し
い

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

・
雪
下
ろ
し
支
援
事
業

一
六
八

・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

一
六
六

・
寝
た
き
り
老
人
お
む
つ
給
付

六
三
〇

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

三
六
四

・
単
身
老
人
用
緊
急
通
報
装
置
設
置一

〇
四

・
介
護
手
当
の
支
給

四
七
〇

・
児
童
育
成
見
舞
金

五
四
〇

・
妊
産
婦
医
療
費
扶
助

二
五
二

・
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
入
所
措
置
委
託
料

六
〇
八
八

・
知
的
障
害
者
施
設
入
所
委
託
料

二
億
一
六
三
一

・
特
別
障
害
者
手
当
等
扶
助

三
一
三
二

・
身
体
障
害
者
補
装
具
給
付
金

七
五
五

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成二

五
一
〇

・
敬
老
会
実
施
委
託
料

一
二
八
〇

・
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
補
助
金

四
一
五

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金

一
四
七
一

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

一
二
六

・
私
立
保
育
所
入
所
委
託
料三

億
六
三
二
八

・
民
間
保
育
所
未
満
児
保
育
推
進
委
託
料

二
二
四
四

・
延
長
保
育
推
進
委
託
料

一
五
七
二

・
へ
き
地
保
育
所
管
理
委
託
料

三
八
九
三

・
私
立
保
育
所
運
営
費
補
助
金

三
〇
〇

学
校
教
育
の
整
備
充
実

・
学
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業

五
八
二

◇
心
豊
か
な
ひ
と
を

育
む
ま
ち
づ
く
り

・
奨
学
金
貸
付
事
業

二
三
二
一

・
学
童
保
育
事
業

九
〇

・
栃
尾
や
ま
び
こ
ル
ー
ム
事
業

四
一
六

生
涯
学
習
の
推
進

・
Ｉ
Ｔ
講
習
会
事
業

三
四
一

・
学
校
週
五
日
制
関
係
事
業

（
基
礎
基
本
の
定
着
推
進
事
業
、
い
き

い
き
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
夢
事
業
、
学

校
週
五
日
制
対
応
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
業
）

二
二
六

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興

・
県
指
定
競
技
水
準
向
上
対
策
事
業
委
託
料

二
〇
〇

・
体
育
協
会
事
業
育
成
費
補
助

一
〇
〇

・
全
国
大
会
出
場
者
激
励
費

四
〇

芸
術
文
化
の
振
興

・
美
術
館
企
画
展
事
業

一
六
三
二
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主な事業内容

企業会計予算

水道事業
収益的収入 ４億４,５６９.７万円

収益的支出 ３億７,４４２.２万円

資本的収入 ３億３,４００.３万円

資本的支出 ４億５,１１０.９万円

ガス事業
収益的収入 ６億６,０７６.７万円

収益的支出 ６億１,３０９.５万円

資本的収入 ５,９４５.２万円

資本的支出 １億５,３９７.９万円

特別会計予算

７３億１,４９８.６万円
・国民健康保険 １８億０,４７１.７万円
・老人保健医療 ２７億５,４６７.３万円
・下 水 道 １１億３,８５２.５万円
・簡 易 水 道 １億４,０９７.４万円
・工業団地造成 １１４.０万円
・農業集落排水 ７,０９９.０万円
・介 護 保 険 １３億８,１９２.５万円
・介 護 支 援 ２,２０４.２万円

昨年の入東谷地区敬老会の様子。７５歳以上の敬老
会対象人数は約４０００人。赤ちゃんからお年寄り
まで、皆さんが安心して生活できるよう、各種健診
や医療費助成など社会福祉の充実に努めます
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スキー場を利用してくれたみなさんに、
感謝の意を表し、ゲームなどを楽しんで
いただくという催しがファミリースキー
場で開催されました。当日は天候にも恵
まれ親子連れなどが、ストラックアウト、
親子ソリレース、もちつきなどを楽しみ
ました。主催したスキー場関係者は「来
シーズンも大勢の皆さんからおいでいた
だきたい」と話していました。

三
月
四
日
に
白
寿
を
迎
え
た
鈴
木
サ
チ
さ

ん
に
、
杵
渕
市
長
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
耳
が
少

し
遠
い
も
の
の
お
元
気
で
、
三
度
の
食
事
が

楽
し
み
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
鈴
木

さ
ん
は
、
日
ご
ろ
か
ら
川
柳
と
書
を
た
し
な

ん
で
お
り
、
今
の
喜
び
を
「
九
々
な
る
も

ま
め
で
た
っ
し

ゃ
で
す
こ
や
か

に

神
の
め
ぐ

み
ぞ

い
と
あ

り
が
た
し
」
と
、

筆
で
短
冊
に
す

た
ん
ざ
く

ら
す
ら
と
書
い

て
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

まちの話題

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
（
栃
堀
）

３
／
９

あ
り
が
と
う
祭
２
０
０
２

子
供
た
ち
に
人
気
の
も
ち
つ
き

鈴木サチ （谷内２）にさん

市長が のお祝い白寿

３
／

下
来
伝
の

ほ
だ
れ
祭

10

雪
深
い
山
里
に
春
を
告
げ
る
、
下
来

伝
の
「
ほ
だ
れ
祭
」
が
二
十
三
回
を
迎

え
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
観
客
を
迎
え

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
祭
り
は
、
ほ
こ

ら
の
横
に
そ
び
え
る
御
神
木
に
二
百
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
大
し
め
縄
の
奉
納
で
ス
タ

ー
ト
。
北
荷
頃
の
佐
藤
博
子
さ
ん
ら
五

人
の
初
嫁
厄
払
い
、
五
穀
豊

穣
祈
願

ほ
う
じ
ょ
う

な
ど
の
神
事
の
あ
と
、
御
神
酒
鏡
開
き
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
ほ
だ
れ

太
鼓
」
と
続
き
、
御
神
体
の
御
移
降
で

祭
り
は
最
高
潮
と
な
り
ま
し
た
。

御
神
体
み
こ
し
に
は
五
人
の
初
嫁
が

二
回
に
分
か
れ
て
乗
り
、
続
い
て
外
国

人
女
性
や
市
外
か
ら
の
女
性
観
光
客
が

参
加
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
昨
年
の
倍

以
上
の
観
光
客
で
盛
り
上
が
る
中
、
集

ま
っ
た
大
勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
し
き

り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

佐藤さんは着物で参加

前から、三井妙子さん(長岡)、中村笑さ
ん(上樫出)、小林絵里子さん(巻渕)

例
年
に
な
く
雪
の
少
な
い
三
月
。
市
内
の

小
学
校
・
中
学
校
、
栃
尾
高
校
で
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
月
五
日
、
栃
尾
高
校
の
第
五
十
四
回
卒

業
式
で
は
総
合
学
科
三
期
目
の
卒
業
生
二
百

人
が
、
希
望
を
胸
に
母
校
を
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

中
学
校
の
第
十
三
回
卒
業
式
は
三
月
八
日

に
行
わ
れ
、
三
百
三
十
人
（
刈
中
百
二
十
八

人
・
秋
中
百
四
十
八
人
）
が
晴
れ
や
か
に
卒

業
証
書
を
手
に
し
、
高
校
や
社
会
へ
と
旅
立

ち
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
で
も
二
百
二
十
九
人
が
三

月
二
十
三
日
に
卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。
荷

頃
小
学
校
で
も
、
六
年
間
の
思
い
出
と
中
学

校
へ
の
大
き
な
期
待
を
胸
に
、
八
人
の
卒
業

生
が
元
気
に
巣
立
ち
ま
し
た
。

希
望
を
胸
に
、
夢
に
向
か
っ
て

巣
立
ち
の
季
節

別れの言葉を述べる卒業生代表：秋葉中拍手で迎えられ入場：栃尾高校一人一人に卒業証書授与：刈谷田中

卒業生全員で｢ ｣(ベBEST Friend
ストフレンド)を合唱：荷頃小
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栃尾市老人クラブ連合会が

中央共同募金会から表彰

「
春
山
ス
キ
ー
登
山
中
の
三
人
パ
ー
テ
ィ
の

内
一
人
が
、
道
院
付
近
で
行
方
不
明
と
な
り
、

ほ
か
の
二
人
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
に
救
助

を
求
め
て
き
た
」
と
い
う
想
定
の
も
と
、
消
防

本
部
と
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
の
会
員
ら
六
十

人
で
救
助
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は

徒
歩
隊
と
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
隊
に
分
か
れ
、
救
助

と
搬
送
の
訓
練
が
き
び
き
び
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

まちの話題

栃尾市老人クラブ連合会は、歳末助け合い「小銭
募金」を行い、今年も会員から１００万円を超える
寄付が寄せられました。この募金が多額であり社会

福祉に貢献して
いることが認め
られ、３月１日、
共同募金会から
感謝楯が贈られ
ました。佐藤会
長は今後も続け
て行きたいと話
していました。

３月２６日、杵渕市長から感
謝楯の伝達を受ける佐藤会長

車
道
も
歩
道
も
広
く
な
り
ま
し
た

松
葉
橋
…

…

栃
尾
ト
ン
ネ
ル

栃
尾
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

３
／

定
期
コ
ン
サ
ー
ト

23

今
回
で
第
十
二
回
を
迎

え
た
栃
尾
ウ
イ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
定
期
コ
ン
サ

ー
ト
が
、
ほ
ぼ
満
席
の
観

客
を
集
め
、
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
映
画
音
楽
と
軽
快
な

ジ
ャ
ズ
や
ラ
テ
ン
の
リ
ズ

ム
、
そ
し
て
見
事
な
ソ
ロ

演
奏
な
ど
に
、
訪
れ
た
観

客
は
惜
し
み
な
い
大
き
な

拍
手
や
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
（
表
紙
）

３／24冬山遭難者救出救助訓練

時
折
り
あ
ら
れ
が
降
る
悪
天
候
の
三

月
二
十
三
日
、
松
葉
橋
の
竣
工
式
が
行

わ
れ
、
大
勢
の
住
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

橋
の
上
で
安
全
祈
願
祭
や
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
、
渡
り
初
め
で
は
住
民

が
広
く
な
っ
た
歩
道
の
上
を
、
喜
び
の

表
情
で
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
三
月
二
十
五
日
に
は
栄
町
と

小
貫
を
結
ぶ
総
延
長
八
百
五
十
四
メ
ー

ト
ル
の
栃
尾
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
。
式
典

で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
が

行
わ
れ
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
だ
ち
三
月
二
十
日
、
栄
町

・
新
栄
町
・
小
貫
・
土
ケ
谷
の
住
民
を

対
象
に
事
前
見
学
会
が
行
わ
れ
、
住
民

た
ち
は
、
歩
い
て
ト
ン
ネ
ル
内
を
見
学
。

ま
た
、
同
日
始
め
て
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ

て
帰
宅
し
た
小
貫
と
土
ケ
谷
の
小
学
生

は
、
通
学
時
間
が
短
く
な
る
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

五
万
匹
の
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流

三
月
二
十
九
日
、
西
谷
川
と
刈
谷
田
川
の
合
流
地
点
で

栃
尾
東
小
の
児
童
と
保
護
者
の
希
望
者
百
二
十
人
が
約
五

万
匹
の
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
校

児
童
が
数
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
刈
谷
田
川
ク
リ

ー
ン
作
戦
」
の
実
績
が

認
め
ら
れ
、
刈
谷
田
川

漁
業
組
合
と
同
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
主
催
で
実
施
。
子

ど
も
た
ち
は
「
大
き
く

な
っ
て
帰
っ
て
き
て

ね
」
と
声
を
か
け
な
が

ら
四
〜
五
セ
ン
チ
の
稚

魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

広
く
な
っ
た
歩
道
を
楽
し
く
渡
る
住
民

崖下から遭難者を救助

メ
ン
バ
ー
の
息
の
あ
っ
た
演
奏

は
、
ほ
ぼ
満
席
の
観
客
を
魅
了

｢大きくなって帰ってきてね｣と声
をかけながら放流する子どもたち

大勢の住民が栃尾トンネル事前見学会に参加

く
す
玉
を
割
り
開
通
を
祝
う





参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠
選

挙
の
投
票
日
は
、
４
月

日

で
す
。

28

（日）

一
人
ひ
と
り
の
大
切
な
一
票
、
棄
権

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
進
ん
で
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

▽
昭
和

年
４
月

日
以
前
に
生
ま

57

29

れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成

年
１

14

月

日
以
前
に
栃
尾
市
で
住
民
票

10
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続
い
て
栃
尾

市
に
住
所
が
あ
る
人
が
投
票
で
き

ま
す
。

▽
平
成

年
１
月

日
以
降
に
、
県

14

11

内
か
ら
栃
尾
市
に
転
入
し
た
人
は
、

前
の
市
町
村
で
投
票
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
平
成

年
３
月

日
以
降
に
栃
尾

14

29

市
内
で
転
居
さ
れ
た
人
は
、
転
居

前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
（
は
く
り
シ
ー

ル
）
で
４
月

日
か
ら
４
月

日

11

13

の
間
に
、
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し

ま
す
。

▽
投
票
日
に
は
、
各
自
が
ハ
サ
ミ
で

切
り
離
し
て
、
投
票
所
へ
お
持
ち

◆
投
票
で
き
る
人

◆
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で

く
だ
さ
い
。

投
票
す
る
投
票
所
の
場
所
は
、
入

場
券
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
よ
く
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

午
前
７
時

▽
投
票
で
き
る
時
間
は
、で

す
。

か
ら
午
後
８
時
ま
で

◆
投
票
す
る
場
所

◆
投
票
で
き
る
時
間

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
見
込
み
の
人
は
、
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
冠
婚
葬
祭
や
仕
事
な
ど
の
予
定
が

あ
る
人

・
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用

で
、
投
票
日
に
投
票
区
内
に
い
な

い
人

・
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理
由

で
当
日
歩
い
て
い
け
な
い
人

▽
不
在
者
投
票
の
で
き
る
時
間

４
月

日
か
ら
４
月

日
ま
で
の

11

27

間
で
、
午
前
８
時

分
か
ら
午
後

30

８
時
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
・
昼
休

み
を
問
わ
ず
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票

▽
不
在
者
投
票
の
場
所

栃
尾
市
役
所
選
挙
事
務
室
（
４
階
）

入
場
券
（
ハ
ン

▽
持
参
す
る
も
の

コ
は
不
要
で
す
）
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◎別表

閉鎖時刻が異なる投票所
閉鎖時刻投 票 所

午後７時小貫公民館

午後７時土ヶ谷公民館

午後７時水沢公民館

午後７時梅野俣集落センター

午後７時葎谷集落開発センター

午後７時山葵谷集落開発センター

午後７時菅畑集落開発センター

午後７時入東谷生活改善センター

午後７時吹谷地区多目的集会センター

午後６時栗山沢冬期健康増進センター

午後６時軽井沢集落開発センター

午後７時比礼集落センター

午後７時田之口活性化センター

午後７時西谷小学校

午後６時森上集落センター

午後７時中野俣小学校

午後６時新山克雪生活センター

午後６時繁窪地区多目的集会センター

午後６時半蔵金防雪センター

開 票

４月 日(日)28

午後９時～

総合体育館

選挙や不在者投票の
お問い合わせ

栃尾市選挙管理委員会
選挙事務室(市役所４階)

電話52-2155

た
だ
し
、
別
表
の
投
票
所
に

▽
つ
い
て
は
、
投
票
所
を
閉
じ

る
時
刻
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
は
現
在
、
職
員
の
定
員
適
正
化

計
画
に
基
づ
い
て
職
員
の
削
減
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、

現
段
階
の
職
員
数
を
勘
案
し
、
市
長

部
局
を
は
じ
め
、
八
つ
の
部
局
で
合

計
三
百
六
十
人
の
職
員
定
数
を
、
四

月
か
ら
二
十
人
減
ら
し
、
三
百
四
十

人
に
改
正
し
ま
し
た
。

市
役
所
職
員
の
定
数
を

二
十
人
削
減

主
な
審
議
結
果

市
営
住
宅
に
入
居
す
る
に
は
「
市

内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
者
」
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
し
た

が
、
過
疎
化
の
進
行
防
止
の
意
味
か

ら
市
外
居
住
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、

こ
の
要
件
を
削
除
し
ま
し
た
。

西
中
野
俣
お
よ
び
繁
窪
地
区
の
生

活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
十
四

市
営
住
宅
の入

居
要
件
の
緩
和

西
中
野
俣
と
繁
窪
に

簡
易
水
道
施
設
を
整
備

年
度
か
ら
簡
易
水
道
施
設
の
整
備
を

行
う
予
定
で
す
が
、
認
可
申
請
の
際

条
例
化
が
必
要
と
な
り
、
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
老
人
保

健
医
療
・
下
水
道
事
業
・
農
業
集
落

排
水
事
業
）
、
公
営
企
業
会
計
（
上

水
道
事
業
・
ガ
ス
事
業
）
の
予
算
を

補
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
総
額

は
、
百
二
十
八
億
一
千
三
百
二
十
三

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

採
択
に
な
っ
た
も
の

▽
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
狂
牛
病
）
に
つ
い
て
の

安
全
・
損
害
補
償
な
ど
万
全
な
対

策
の
実
現
を
求
め
る
請
願
（
農
民

運
動
新
潟
県
連
合
会
会
長
町
田

拡
）

▽
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
の
充
実
・
強
化
に
関

す
る
請
願
（
越
後
な
が
お
か
農
業

協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
大
川

長
一
）

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

▽
難
病
や
小
児
慢
性
特
定
疾
患
対
策

に
関
す
る
陳
情
（
新
潟
県
患
者
・

家
族
団
体
協
議
会
代
表
幹
事
大
泉

広
他
一
名
）

請
願
・
陳
情

平
成
十
三
年
度
一
般
会
計

な
ど
の
予
算
を
補
正

今
年
は
例
年
に
な
い
暖
冬
の
た
め
、

一
段
と
早
い
春
の
訪
れ
を
迎
え
ま
し

た
。
三
月
初
旬
、
雪
解
け
に
と
も
な

っ
て
、
街
路
樹
の
根
元
や
植
え
込
み
、

公
園
の
か
た
す
み
な
ど
で
、
放
射
状

に
葉
を
何
枚
も
出
し
て
地
面
に
は
り

つ
い
て
い
る
植
物
が
、
早
々
と｢

春
は

ま
だ
か｣

と
顔
を
の
ぞ
か
せ
ま
し
た
。

こ
の
地
表
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に

葉
を
広
げ
た
状
態
を
ロ
ゼ
ッ
ト
と
い

い
、
こ
れ
ら
の
植
物
を
ロ
ゼ
ッ
ト
植

物
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。｢

ロ
ゼ
ッ
ト
」

と
は
、
本
来
バ
ラ
の
花
の
形
を
意
味

す
る
言
葉
で
、
そ
の
植
物
独
自
の
特

徴
（
葉
の
形
や
色
な
ど
）
で
見
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
タ
ン
ポ
ポ
や
オ
オ
バ

コ
な
ど
は
一
生
を
こ
の
形
で
過
ご
し

ま
す
が
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
や
マ
ツ
ヨ

イ
グ
サ
な
ど
は
冬
だ
け
ロ
ゼ
ッ
ト
型

で
過
ご
し
、
暖
か
く
な
る
と
高
く
茎

を
伸
ば
し
ま
す
。
地
面
に
は
り
つ
い

て
い
る
と
温
度
の
変
化
が
緩
や
か
な

た
め
、
寒
さ
に
耐
え
や
す
い
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
生
活
型
は
、
一
年
草
が

ま
だ
芽
を
出
さ
な
い
冬
の
う
ち
に
自

分
の
居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
冬
の
光
を
効
率

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

139

〜
下
を
向
い
て
歩
こ
う

〜

！

〈
ロ
ゼ
ッ
ト
の
戦
略
〉

よ
く
受
け
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
着

実
に
蓄
え
て
い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
春
に
な
る
と
い
ち
早
く

伸
び
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
か
の
植
物

と
の
競
争
に
勝
て
て
し
ま
う
わ
け
で

す
。
実
に
臨
機
応
変
な
戦
略
を
も
っ

て
い
る
も
の
で
す
ね
。

さ
ら
に
、
ロ
ゼ
ッ
ト
植
物
は
葉
を

支
え
て
地
上
か
ら
持
ち
上
げ
る
茎
を

作
る
必
要
が
な
い
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
あ
ま
り
使
わ
ず
生
活
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
で
す
か
ら
、
乾
燥
し

や
す
い
場
所
や
湿
気
の
多
い
湿
原
、

栄
養
分
を
あ
ま
り
含
ん
で
い
な
い
痩や

せ
地
な
ど
で
も
長
期
間
生
育
で
き
る

わ
け
で
す
。

春
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
い
ろ
い

ろ
な
植
物
が
顔
を
出
し
ま
す
。
春
の

温
か
い
日
差
し
を
浴
び
て
、｢

下
を
向

い
て
〜
歩
〜
こ
う
〜
よ
」
と
口
ず
さ

み
な
が
ら
、
春
を
探
し
に
出
か
け
て

み
て
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
セ
ン
タ
ー

丸
田

俊
一
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市議会の動き
平成１４年第１回

３月定例会

平
成
十
四
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
が
、
三
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま

で
の
十
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
職
員
定
数
条
例
や
繊
維
関
連
産
業
設
備
近
代
化
奨
励
条
例
の
一
部

改
正
、
ま
た
、
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
、
新
年
度
の
各
会
計
予
算

な
ど
三
十
六
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
を
原
案
通
り
可
決
・
承
認
し
、

請
願
二
件
を
採
択
、
陳
情
一
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

一般質問を傍聴する荷頃小の６年生

ハルジオン(左)とエゾタンポポ
(右上)、栃尾東小学校にて

諏訪神社春季大祭

大名行列参加者募集
◆４月29日(祝)に行われる大名行列の、
白丁、稚児、天童などを募集します。

４月19日までに諏訪神社
問合せ：

52 2806電話 -



吉
原
さ
ん
は
、
新
潟
明
訓
高
校
の

一
員
と
し
て
昨
年

月

・

日
に

11

17

18

行
わ
れ
た
、
Ｂ
Ｓ
Ｎ
高
校
剣
道
選
手

権
大
会
で
優
勝
し
こ
の
大
会
に
出
場
。

健
闘
し
ま
し
た
。

囲
碁
の
部
（

人
参
加
、
敬
称
略
）

51
下
村
俊
美(

山
田
町)

Ａ
級
優

勝

高
橋
慶
吾(

栃

堀)

三

位

韮
沢
健
三(

天
下
島)

敢
闘
賞

西
片

弘(

上
樫
出)

Ｂ
級
優

勝

星
野

保(
)

二

位

上
の
原
町

三
本
久
馬(

大
野
町)

三

位 市
長
杯
争
奪

第

回
21

囲
碁
将
棋
大
会

３
／
４

文
化
セ
ン
タ
ー

（
市
内
受
賞
者
の
み
掲
載
）

さん吉原慎太郎
二日町

新潟明訓高校
１年

第

回
全
国
高
等
学
校

11

剣
道
選
抜
大
会

／

愛
知
県

３

・
27

28

大
崎
義
雄(

栃

堀)

敢
闘
賞

片
岡
太
一(

金

町)

Ｃ
級
優

勝

星

義
春(

大
野
町)

三

位

高
橋
与
一
郎(

吉
水)

敢
闘
賞

将
棋
の
部
（

人
参
加
、
敬
称
略
）

34
内
山
孫
作(

大
川
戸)

Ａ
級
三

位

宮
島
昭
二(

)

敢
闘
賞

上
の
原
町

近
藤
良
介(

金

沢)

Ｂ
級
優

勝

坂
牧

稔(

天
下
島)

二

位

増
沢
富
喜
知(

栃
堀)

三

位

(

西
中
野
俣)

敢
闘
賞

林

逑
夫

広
田
豊
治(

金

町)
Ｃ
級
二

位

川
口
町
、
小
千
谷
市
、
大
和
町
か

ら
も
参
加
が
あ
り
、

チ
ー
ム

人

13

112

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

よ
わ
い
こ

な
か
や
ま

優
勝

が
け
っ
ぷ
ち

二
位

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｓ
・
ｃ
ｌ
ｕ
ｂ

三
位

市
民
親
善

第
６
回

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

３
／

総
合
体
育
館

10

優
秀
競
技
者
賞(

特
別
表
彰
）

※
国
際
大
会
・
全
国
大
会
で
個
人

８
位
、
団
体
３
位
入
賞
以
上
の

成
績
で
他
の
模
範
と
な
る
人

（
剣
道
秋
葉
中
・
北

▽
姉
﨑
貴
大

た
か

ひ
ろ

荷
頃
）

体
育
功
労
賞

※
加
盟
団
体
に

年
以
上
在
籍
し
、

20

指
導
者
と
し
て
所
属
団
体
の
発

展
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し

た
功
績
が
顕
著
な
人

（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協

▽
小
林
春
雄

会
・
金
町
）

優
秀
選
手
賞

※
国
際
大
会
出
場
者
、
全
国
大
会

入
賞
者
で
競
技
レ
ベ
ル
が
特
に

高
い
人

（
剣
道
秋
葉
中
・
北

▽
姉
﨑
貴
大

荷
頃
）

努
力
選
手
賞

※
全
国
大
会
に
出
場
し
た
選
手
で

競
技
レ
ベ
ル
が
特
に
高
い
人

（
柔
道
秋
葉
中
・
仲

▽
磯
辺
友
里

子
町
）

（
少
林
寺
拳

▽
若
杉
直
樹

▽
吉
原

法
長
岡
農
業
高
・
下
塩
）

（
剣
道
新
潟
明
訓
高
・
二

慎
太
郎

日
町
）

（
水
泳
長
岡

▽
村
越
友
美

▽
山
田
良
則

大
手
高
・
二
日
町
）

▽
磯
部

（
弓
道
長
岡
高
・
小
貫
）

（
陸
上
長
岡
商
業
高
・
森
上
）

誠

（
剣
道
連
盟
・
二
日

▽
吉
原
美
亜

み

あ

町
）

（
剣
道
連
盟
・

▽
浅
野
朋
子

吉
水
）

（
剣
道
連
盟

▽
佐
藤
弘
則▽

木
村
美
紀
子

・
滝
の
下
町
）

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
秋
葉
中
教

員
・
長
岡
市
）

努
力
団
体
賞

※
全
国
大
会
に
出
場
し
た
チ
ー
ム

で
競
技
レ
ベ
ル
が
特
に
高
い
チ

ー
ム

▽
秋
葉
中
学
校
剣
道
部

（
監
督
・
原
田
一
、
選
手
・
姉
﨑

は
じ
め

貴
大
、
高
橋
将
樹
、
高
橋
紘
基
、

佐
藤
優
太
、
三
本
将
太
、
小
林

健
悟
、
深
沢
和
樹
）

▽
刈
谷
田
中
学
校
剣
道
部

（
監
督
・
藤
井
康
治
、
選
手
・
小

浦
方
志
織
、
今
井
香
奈
子
、
惣

角
美
紀
、
佐
藤
舞
子
、
山
口
亜

矢
子
、
諏
佐
由
貴
、
杉
野
友

希
）

奨
励
選
手
賞

※
全
国
大
会
・
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
な
ど
に
全
県
規
模
の
予
選

会
を
経
て
出
場
し
た
人

（
陸
上
刈
谷
田
中
・

▽
棚
村
綾
奈

楡
原
）

（
陸
上
刈
谷

▽
目
黒
愛
美

ま

な

み

▽
嘉
代
真
美

田
中
・
山
田
町
）

（
剣
道
刈
谷
田
中
・
入
塩
川
）

（
陸
上
中
越
高
・

▽
外
山
久
美
子

山
田
町
）

（
剣
道
栃

▽
香
田
慎
一▽

猪
俣
洋
司

尾
高
・
梅
野
俣
）

▽
渡

（
剣
道
栃
尾
高
・
北
荷
頃
）

（
剣
道
帝
京
長
岡
高
・
葎

辺
優
作

谷
）

（
剣
道
帝
京
長

▽
多
田
真
也

岡
高
・
西
野
俣
）

（
柔

▽
韮
沢
大

ひ
ろ
し

▽
川
上
裕

道
秋
葉
中
・
天
下
島
）

介

▽
矢

（
柔
道
栃
尾
高
・
小
向
）

（
柔
道
栃
尾
高
・
見
附

沢
和
敏

市
）

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

▽
葛
綿
涼

▽
水

ー
ル
長
岡
工
業
高
・
上
塩
）

（
空
手
栃
尾
高
・
長
岡

沢
克
哉

市
）

（
ソ
フ
ト
ボ
ー

▽
西
片
明
菜

▽

ル
長
岡
商
業
高
・
平
中
野
俣
）

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
長

増
井
こ
ず
恵

▽
今
井
智

岡
商
業
高
・
東
が
丘
）

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
長
岡
商
業
高

美・
仲
子
町
）

（
ソ
フ

▽
韮
沢
友
美

ト
ボ
ー
ル
長
岡
商
業
高
・
天
下

島
）

（
柔
道
倶
楽
部

▽
橘
川
義
弘

き

っ
か

わ

・
原
）

（
バ
ド
ミ
ン

▽
伊
東
眞
理

▽
桐
生

ト
ン
協
会
・
上
の
原
町
）

（
陸
上
競
技
協
会
・
旭
町
）

隆
平

奨
励
団
体
賞

※
全
国
大
会
・
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
な
ど
に
全
県
規
模
の
予
選

会
を
経
て
出
場
し
た
チ
ー
ム

▽
秋
葉
中
学
校
柔
道
部

（
監
督
・
相
沢
一
徳
、
選
手
・
磯

辺
友
里
、
西
川
友
梨
、
葛
綿
愛
、

渡
辺
美
香
）

▽
栃
尾
高
等
学
校
剣
道
部

（
監
督
・
藤
塚
直
、
選
手
・
姉
崎

た
だ
し
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（
敬
称
略
）

体
育
協
会
表
彰

３
／
19

文
化
セ
ン
タ
ー

真剣勝負の囲碁会場

第11回

栃尾市ソフトバレーボール大会
と き：４月21日（日）９時15分～開会式

ところ：総合体育館 種目：トリムの部

総合体育館
問合せ：

電話 52 5571-

詠
子
、
茨
木
由
希
子
、
池
之
上

裕
子
、
嘉
代
茜
、
野
沢
亜
季
姫
、

あ

き

ひ

高
橋
智
恵
、
多
田
美
里
）

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
監
督
・
星
光
吉
、
コ
ー
チ
・
山

内
大
輔
、
選
手
・
中
村
茜
、
和

田
修
子
、
千
野
美
沙
子
、
中
村

あ
ゆ
み
、
水
口
濃
子
、
中
村

あ

つ

こ

深
幸
、
大
港
直
子
、
林
信
子
、

み

ゆ

き

若
杉
育
美
）

敢
闘
選
手
賞

※
加
盟
団
体
で
本
年
度
最
も
上
位

の
成
績
ま
た
は
活
躍
し
た
人

（
空
手
道
会
南
小

▽
那
須
真
梨
奈

・
天
下
島
）

（
ス
ポ
ー

▽
星
野
豪

す
ぐ
る

ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会
東
小
・
原

町
）

（
柔
道
倶
楽

▽
佐
藤
み
の
り

部
東
谷
小
・
赤
谷
）

敢
闘
団
体
賞

※
加
盟
団
体
で
本
年
度
最
も
上
位

の
成
績
ま
た
は
活
躍
し
た
団
体

▽
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
白
樺

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
、
責

任
者
・
石
原
謙
之
助
、
監
督
・

勝
沼
利
臣
、
選
手
・
小
海
洋
二
、

勝
沼
ヨ
シ
、
江
畑
英
一
、
大
崎

俊
夫
、
五
十
嵐
昭
造
、
葛
綿
武

人
、
石
原
カ
ズ
、
佐
藤
万
吉
）

特
別
功
労
賞

※
そ
の
功
績
が
表
彰
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
と
会
長
が
認
め
た
人

（
代
表
・
野

▽
城
山
野
球
倶
楽
部

口
春
彦
）
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３月2５日、文化センターで教育行政に功績のあった人を表彰しました

○水澤 一郎（上塩小学校校長）長年にわたり学校教育の振興発展に尽くされました。

○山田 栄子（上塩小学校教諭）長年にわたり学校教育の振興発展に尽くされました。

○中沢 信平（東京都目黒区）母校の東谷小学校に体育館暗幕一式および付設費用全額を寄贈。

○増沢 福蔵（金沢）多年にわたり栃尾市文化協会役員として文化の振興に尽くされました。

○小林 久榮（二日町）多年にわたり青少年補導員および青少年育成センター相談員として、青少年の健全育成と

非行防止に尽くされました。

○梅澤 専一（森上）多年にわたり青少年補導員として青少年の非行防止と健全育成に尽くされました。

○明先俊太郎（埼玉大学２年・平）ベトナム国際柔道大会男子66㎏級に日本代表として出場し優勝。

○山田 良則（長岡高校３年・小貫）全国高等学校総合体育大会弓道大会男子団体に出場。

○村越 友美（長岡大手高校２年・二日町）全国高等学校総合体育大会水泳大会女子400 ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰに出場。m

○浅野 朋子（帝京長岡高校３年・吉水）国民体育大会剣道競技少年女子に出場。

○吉原 美亜（帝京長岡高校２年・二日町）国民体育大会剣道競技少年女子に出場。

○磯部 誠（長岡商業高校３年・森上）国民体育大会陸上競技少年男子Ａ800 に出場。m

○若杉 直樹（長岡農業高校２年・下塩）全国高等学校選抜少林寺拳法大会に出場。

○吉原慎太郎（新潟明訓高校１年・二日町）全国高等学校選抜剣道大会男子団体に出場。

○東谷小学校しんせつ会 平成２年から地域の美化活動に取り組み農林水産省環境美化教育最優秀校を受賞。

○仲野 沙希（東谷小学校２年・栃堀）新潟県主催「まちづくり月間」作画コンクール低学年の部で最優秀賞を受賞。

○五十嵐華奈（荷頃小学校１年・北荷頃）新潟県硬筆書初め大会で新潟県書道教育研究会賞を受賞。

○秋葉中学校剣道部男子 全国中学校総合体育大会剣道大会男子団体に出場。

○姉﨑 貴大（秋葉中学校３年・北荷頃）全国中学校総合体育大会剣道大会男子個人で敢闘賞を受賞。

○磯辺 友里（秋葉中学校３年・仲子町）全国中学校総合体育大会柔道大会女子個人44㎏級に出場。

○諏佐 華子（秋葉中学校３年・東町）新潟県競書大会で毎日新聞社賞を受賞。

○刈谷田中学校情報科学部 新潟日報社主催「いきいき

わくわく科学賞2001」で東京電力賞を受賞。

○刈谷田中学校剣道部女子 全国中学校総合体育大会剣

道大会女子団体に出場。

○刈谷田中学校吹奏楽部 西関東吹奏楽コンクール中学

校Ｂの部に出場し銀賞を受賞。

○棚村 綾奈（刈谷田中学校１年・楡原）ジュニアオリ

ンピック陸上競技大会100 ハードルに出場。m

○目黒 愛美（刈谷田中学校１年・山田町）ジュニアオ

リンピック陸上競技大会走高跳に出場し４位入賞。

市民オープン

グラウンドゴルフ大会
と き：４月21日（日）13時～ 参加費：300円

ところ：おりなす芝生広場(当日会場で受付)

グラウンドゴルフ協会事務局
問合せ：

電話53 3949（木間）-



◆
積
極
的
な
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
、

社
会
教
育
課
と
公
民
館
を
統
合
し
、

生
涯
学
習
課
を
新
設
し
ま
す

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係

生
涯
学
習
事
業
、
公
民
館
分
館

文
化
振
興
係

文
化
財
調
査
保
護
、
文
化
振
興

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

ス
ポ
ー
ツ
事
業
、
施
設
管
理

国
体
準
備
室

平
成
二
十
一
年
新
潟
国
体
剣
道

大
会
開
催
準
備

※
生
涯
学
習
係
、
文
化
振
興
係
の
事

務
室
は
文
化
セ
ン
タ
ー
一
階
。
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
、
国
体
準
備
室
の

事
務
室
は
総
合
体
育
館
二
階
。

◆
企
画
財
政
課
に
広
域
行
政
係
を
新

設
し
ま
す

広
域
行
政
の
推
進
、
合
併
問
題

へ
の
対
応
の
た
め
企
画
財
政
課
に

を
新
設
し
ま
す
。

広
域
行
政
係

◆
環
境
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
環

境
衛
生
課
に
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

を
新
設
、
業
務
内
容
を
充
実
し
ま
す

環
境
衛
生
課

生
活
環
境
係

環
境
保
全
、
公
害
対
策

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

課
、
係
の
見
直
し

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
、
ゴ
ミ
処
理

施
設
係

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
施
設
管
理

◆
係
の
統
合
・
廃
止
や
名
称
変
更
を

行
い
ま
す

企
画
財
政
課

廃
止

交
通
統
計
係

↓

税
務
課

管
理
収
納
係

管
理
係

↓

保
健
福
祉
課

庶
務
係
と
障
害
福
祉
係
を
統
合

福
祉
係

↓

保
健
予
防
係

予
防
衛
生
係

↓

健
康
づ
く
り
係

保
健
指
導
係

↓

◆
下
水
道
使
用
料
の
窓
口
は
ガ
ス
水

道
局
へ

下
水
道
使
用
料
と
ガ
ス
水
道
料

金
の
窓
口
を
ガ
ス
水
道
局
に
一
本

化
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

◆
交
通
安
全
、
防
犯
灯
の
窓
口
は

総
務
課
庶
務
係

企
画
財
政
課
↓

◆
奨
学
金
の
窓
口
は

教
育
委
員
会
庶
務
課

総
務
課
↓

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
窓
口
は

税
務
課
市
民
税
係

市
民
課
↓

◆
介
護
保
険
料
の
窓
口
は

税
務
課
市
民
税
係

保
健
福
祉
課
↓

窓
口
の
見
直
し
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市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
わ
か

り
や
す
く
便
利
な
市
役
所
を
目
指
し
て
、
課
、

係
の
整
理
統
合
や
業
務
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、

四
月
一
日
か
ら
組
織
を
再
編
し
ま
す
。

主
な
見
直
し
の
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

栃尾市役所組織図
（平成14年４月１日）

(特別職除く)職員数326人

４月から、下水道・農業集落排水使用料の担当が替わりました。
下水道課(巻渕、電話52-5846) ガス水道局(栄町、電話52-5826)

会
計
課

下
水
道
課

商
工
観
光
課

環
境
衛
生
課

農
林
課

建
設
課

税
務
課

市
民
課

行
政
管
理
課

企
画
財
政
課

総
務
課
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会
　
計
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タ
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係

　
工
　
務
　
係

 
業
　
務
　
係

 
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
係

 
観
　
光
　
係

　
商
工
振
興
係

　
施
　
設
　
係

　
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

　
生
活
環
境
係

 
白
山
保
育
所

 
中
央
保
育
所

　
介
護
支
援
係

　
援
護
福
祉
係

　
福
　
祉
　
係

　
介
護
保
険
係

 
健
康
づ
く
り
係

　
保
健
予
防
係

 
農
　
地
　
係

　
農
　
林
　
係

 
農
政
企
画
係

 
用
　
地
　
係

 
都
市
計
画
係

 
工
　
務
　
係

 
道
路
住
宅
係

　
監
　
理
　
係

　
管
理
収
納
係

　
国
民
年
金
係

 
国
　
保
　
係

　
戸
　
籍
　
係

　
市
　
民
　
係

 
広
報
広
聴
係

　
情
報
推
進
係

 
文
書
行
革
係

　
広
域
行
政
係

 
財
　
政
　
係

 
企
画
調
整
係

 
選
　
挙
　
係

 
管
　
財
　
係

 
秘
　
書
　
係

 
人
　
事
　
係

 
庶
　
務
　
係

市　　　長

保
健
福
祉
課

福
祉
事
務
所

助　　役収入役

市

民

税

係

資

産

税

係

警
防
課

庶
務
課

中
学
校

小
学
校

美
術
館

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

市
民
会
館

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

公
民
館

生
涯
学
習
課

学
校
教
育
課

庶
務
課

農
業
委
員
会
事
務
局

※
総
務
課
兼
務

監
査
委
員
事
務
局

議
会
事
務
局

ガ
ス
水
道
局

2 9 3 2 12 7 8 3 2 5 31

　
２
校

　
８
校

※
生
涯
学
習
課
兼
務

　
管
　
理
　
係

（
嘱
託
1
名
）

※
生
涯
学
習
課
兼
務

　
国
体
準
備
室

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
文
化
振
興
係

　
生
涯
学
習
係

　
教
育
セ
ン
タ
ー

　
学
　
事
　
係

 
施
　
設
　
係

　
庶
　
務
　
係

 
議
　
事
　
係

 
庶
　
務
　
係

 
浄
　
水
　
場

　
ガ
ス
供
給
所

 
工
　
務
　
係

　
施
　
設
　
係

 
業
　
務
　
係

監
査
委
員

市
議
会

選
挙
管
理
委
員
会

※
監
査
委
員
事
務
局
兼
務

38

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

※
行
政
管
理
課
兼
務

農
業
委
員
会

公
平
委
員
会

公営企業
管理者

※
局
長
＝
農
林
課
長
兼
務

教育委員
会

教育長

消防本部
(消防署）

消防長

平
成

年
度
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金

14

助
成
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
内
在
住
で
次
の
事
項

助
成
対
象
者

に
該
当
す
る
人
で
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

１
・
２
級
該
当
者
、
３
級
の
う
ち
聴

覚
、
上
肢
不
自
由
を
除
く
人

○
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
障
害
の
程
度
が
重
度
「
Ａ
」
と

判
定
さ
れ
た
人

１
年
間
に
１
枚
五
百
四
十
円

助
成
額

の
利
用
券
を

枚
交
付
し
ま
す

14

印
鑑
と
身
体
障
害
者
手
帳
ま

持
ち
物

た
は
療
育
手
帳
（
平
成

年
度
に
利

13

用
券
を
交
付
さ
れ
た
人
で
、
新
た
に

申
請
す
る
場
合
は
、
未
使
用
の
利
用

券
を
お
返
し
く
だ
さ
い
）

保
健
福
祉
課
福
祉

申
込
み
・
問
合
せ

係

‐
５
８
３
６

52

市
は
地
元
就
職
者
に
対
し
て
、
必
要

な
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制
度

福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
制
度

栃
尾
市
ふ
る
さ
と

就
職
支
度
金
制
度

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
内
に
定
住
す
る
新
規
就
職

対
象
者

者
お
よ
び
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
（
１
年

以
内
）

▽
新
規
就
職
者
…

万
円
以

貸
付
額

50

内
▽
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
（
単
身
）
…

万
円
以
内
▽
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
者
（
家

70族
）
…

万
円
以
内

100５
年
以
内
（
６
カ
月
以
内
の

返

済
据
置
期
間
を
含
む
）
の
月
賦
均
等
償

還
（
途
中
で
市
外
転
出
な
ど
貸
与
の

要
件
を
欠
い
た
場
合
は
、
未
償
還
分

を
一
括
返
済
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

無
利
子

利

息

商
工
観
光
課

申
込
み
・
問
合
せ

‐
５
８
２
７

52

要
介
護
の
認
定
を
受
け
た
人
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
た
な
い
人
で
も

「
障
害
者
お
よ
び
特
別
障
害
者
に
準
ず

る
」
と
い
う
こ
と
で
、
市
町
村
長
か
ら

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
・

住
民
税
の
障
害
者
控
除
お
よ
び
特
別
障

要
介
護
認
定
者
の

障
害
者
控
除
、
特
別
障
害
者
控
除

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
要
介
護
認
定
者
で
既
に
障
害

者
控
除
お
よ
び
特
別
障
害
者
控
除
を
受

け
て
い
る
寝
た
き
り
の
人
な
ど
は
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
な
く
て

も
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交

付
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は
保
健
福
祉
課

援
護
福
祉
係

‐
５
８
３
６

52

防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
、

甲
種
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

５
月

日

・

両
日

と

き

23

（木）

24
（金）

と
も
９
時
か
ら

時
ま
で
（
両
日
と

16

も
受
講
が
必
要
）

文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

と
こ
ろ

二
千
五
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
講
料

消
防
本
部
に
あ
る

申
込
み
・
問
合
せ

申
込
用
紙
に
写
真
（
３
㎝
×
４
㎝
）

を
添
え
て
４
月

日

か
ら
５
月

22

（月）

13

日

ま
で
の
間
に
消
防
本
部
警
防
課

（月）
甲
種
防
火
管
理
者

資
格
付
与
講
習
会

教
室
・
講
座

予
防
係

‐
１
１
５
５

52
４
月

日
（
第
３
土
曜
日
）

と

き

20

時
〜

時

10

12お
り
な
す
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

空
き
箱
に
経
糸
を
張
っ
て
、

内

容

た
て
い
と

指
で
横
糸
を
通
し
、
ク
シ
で
織
り
目

を
そ
ろ
え
る
だ
け
で
、
簡
単
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
コ
ー
ス
タ
ー
を
織
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す

人
（
先
着
順
）

定

員

10小
・
中
学
生
お
よ
び
高
校
生

対

象

無
料

受
講
料

空
き
箱
（
し
っ
か
り
し
た
も

持
参
品

の
の
方
が
良
い
）
、
毛
糸
（
太
め
）
、

ク
シ

４
月
８
日

か
ら
産

申
込
み
・
問
合
せ

（月）

業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り
な
す

‐
１

51

３
３
１

５
月

日
・

日
、
６
月
８

と

き

11

25

日
・

日

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
で

22
時
〜

時

10

15お
り
な
す
「
ア
ト
リ
エ
」

と
こ
ろ

植
物
染
め
と
手
織
り
の
基
礎

内

容
を
学
び
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
を
作

成
（
豆
汁
下
染
め
、
植
物
染
め
、
経

糸
の
準
備
、
製
織
、
端
の
始
末
）

８
人
（
先
着
順
）

定

員

歳
以
上
で
４
回
と
も
参
加

対

象

18

手
織
り
講
座

お
り
な
す

木
綿
糸
を
染
め
て
織
る

お
り
な
す
い
き
い
き
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

簡
単
コ
ー
ス
タ
ー
織
り

で
き
る
人
な
ら
だ
れ
で
も

五
千
円

受
講
料

エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、
筆

持
参
品

記
用
具

４
月

日

か
ら
受

申
込
み
・
問
合
せ

29

（月）

講
料
を
添
え
て
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お

り
な
す

‐
１
３
３
１
（
電
話
で

51

の
仮
受
付
も
可
）
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次のとおり市に寄付を

いただきました。

ありがとうございました。

(14.2.6～14.3.20)

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
相
談

○
４
月

日

午
前

時
〜
午
後
３
時

17

（水）

10

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
行
政
相
談

○
４
月

日

午
前

時
〜
午
後
３
時

24

（水）

10

○
市
役
所
別
館
相
談
室
（
１
階
）

□
税
務
相
談

○
４
月

日

午
前

時
〜
午
後
３
時

24

（水）

10

○
市
役
所
市
民
相
談
室

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日
午
前

時
〜
午
後
３
時

10

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
栃
尾
市
建
設
協
会
…

社
会
福
祉
費

（
雪
掘
奉
仕
料
）
寄
付
金
と
し
て
二

十
万
円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄付御礼

おしらせ

今月の税金

納期４月 日30

固定資産税

▲

にいがた緑の百年物語
緑花推進団体を支援

◎緑花活動を行っている団体に、50万円を上限とし、その経
費や、苗木購入費を補助します(企画書締め切り４月30日）

緑化推進委員会
問合せ：

電話025 290 8055- -



５
月

日

か
ら
毎
週
火
・

練
習
日

10

（金）

金
曜
日
、

時
〜

時
、
日
曜
日

19

20

（
随
時
）
９
時
〜

時
10

総
合
体
育
館
武
道
場

と
こ
ろ

定
期
練
習
、
夏
季
合
宿
、
練

内

容
習
試
合
、
各
種
大
会
参
加

原
則
と
し
て
小
学
１
年
生
以
上

対

象

▽
小
学
生
…
年
会
費
一
万
円

参
加
費

（
３
回
分
割
）
▽
大
人
…
初
年
度
一

万
円
、
次
年
度
四
千
円

総
合
体
育
館
内
体

申
込
み
・
問
合
せ

育
協
会

‐
５
５
７
１

52
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

練
習
日

時

分
〜

時

19

30

21

総
合
体
育
館
柔
剣
道
場

と
こ
ろ

幼
児
か
ら

対

象

千
五
百
円
（
月
額
）

参
加
費

４
月

日

時
〜
総
合
体

説
明
会

25

（木）
20

育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

総
合
体
育
館
内
体

申
込
み
・
問
合
せ

育
協
会

‐
５
５
７
１

52

剣

道

教

室

柔

道

教

室

文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
展
示
室

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ち
お

○
写
真
展

(

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
Ｂ
Ｍ)

４
／

〜

14
（日）

21
（日）

○
耐
雪
住
宅

三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
積
雪
に
耐
え
る

構
造
で
、
雪
庇
対
策
を
講
じ
た
建
物
。

せ

っ

ぴ

○
融
雪
住
宅

電
熱
、
温
水
な
ど
に
よ
り
屋
根
の
上

で
雪
を
と
か
す
構
造
（
装
置
）
の
建

物
。
た
だ
し
、
地
下
水
に
よ
る
散
水

方
式
の
建
物
は
除
く
。

○
落
雪
住
宅

自
然
落
雪
で
、
適
切
な
屋
根
勾
配

こ
う
ば
い

（
お
お
む
ね

％
、
四
寸
勾
配
以
上
）

22

の
上
に
金
属
板
な
ど
の
滑
る
材
料
を

使
用
し
た
屋
根
構
造
で
、
落
ち
た
雪

が
道
路
や
近
所
な
ど
に
迷
惑
を
及
ぼ

さ
な
い
建
物
。

（
改
築
や
改
造
の
場
合
で
、
屋
根

勾
配
の
変
更
を
伴
わ
な
い
屋
根
材

の
葺
き
替
え
は
対
象
外
）

ふ

※
今
年
度
中
に
工
事
完
了
す
る
建
物

で
、
併
用
住
宅
の
場
合
は
住
宅
部

分
の
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分
の

１
以
上
、
住
宅
の
一
部
を
克
雪
住

宅
化
す
る
場
合
は
、
屋
根
面
積
の

対
象
と
な
る
住
宅

２
分
の
１
以
上
の
建
物
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

住
宅
の
克
雪
化
に
要
す
る
直
接
工
事

費
（
施
設
費
）
の
３
分
の
１
以
内
。

限
度
額

▽
耐
雪
式
、
融
雪
式
…

万
円

80

▽
落
雪
式
…

万
円

40

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
対
象
と
な
る
克
雪
住
宅
を
市
内
に
新

築
や
増
改
築
、
克
雪
施
設
を
設
置
す

る
人
。

②
克
雪
住
宅
な
ど
が
完
成
し
た
後
三
年

間
、
屋
根
雪
と
克
雪
施
設
に
係
る
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
報
告
で
き

る
人
。

③
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
、
ま

た
は
当
該
住
宅
に
住
む
こ
と
が
確
定

し
て
い
る
人
で
、
市
税
の
滞
納
が
な

い
人
。

建
設
課
道
路
住
宅

申
込
み
・
問
合
せ

係

‐
５
８
２
５

52
補

助

金

の

額

申
し
込
み
で
き
る
人
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こ
の
展
覧
会
は
、
今
年
で
７
回
目
と
な
る
毎
年
恒
例
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
公
募
展

出
品
な
ど
で
意
欲
的
に
制
作
活
動
・
発
表
を
し
て
い
る
、
栃
尾
市
在
住
・
在
勤
の

作
家
た
ち
の
作
品
約

点
を
一
堂
に
展
示
す
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
最
も

50

身
近
と
い
え
る
作
家
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
観
覧
券
の
発
売
は
午
後
４
時
半
ま
で
。

開
館
時
間

４
月

日

午
前

時
開
場
）

13

（土）

11

栃
尾
市
美
術
館
企
画
展
示
室
（
月
曜
休
館
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
、

展
示
場
所

た
だ
し
４
月

日

は
開
館
）

30

（火）

栃
尾
市
美
術
の
今
２
０
０
２

４
月

日

〜
６
月
２
日

13

(土)

(日)

特別企画《ミニ作品プレゼント》
この展覧会を観覧されたご希望の人に、出品作家14人によるオリ

ジナル作品をプレゼントします。詳細は美術館にお問い合わせくだ
53‐６３００さい。(多数の場合は抽選になります）

古川 正「下町の教会 」Ⅱ

今井 厚「祭りの日」

〜
補
助
金
の
交
付
要
件
を
緩
和
し
ま
し
た
〜

①
所
得
制
限
の
廃
止

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住
宅
部
分
の
面
積
が
延
べ
面
積
の

｢

３
分
の
２｣

以
上
を
、｢

２
分
の
１｣

以
上
に

克
雪
住
宅
用
の
補
助
金
を
受
付

申
し
込
み
は

ま
で
に

５
月
１
日
(水)

ご協力をお願いします
!!牛乳パックの回収を開始

回収日：毎月第１日曜日 10時～12時

回収場所：栄町公民館 期間：12月まで

牛乳パックの会
問合せ：

電話53 3613-

４
月
５
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

練
習
日時

分
〜

時
（
通
年
を
予
定
）
、

19

30

21

見
学
の
み
も
可

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

年
間
二
千
四
百
円
（
月
額
二

参
加
費

百
円
で
前
納
制
）
、
ほ
か
に
保
険
料

四
百
五
十
円

４
歳
〜
小
学
６
年
生
、
市
内

対

象
外
は
問
わ
な
い
（
中
学
生
以
上
は
一

般
の
部
、
毎
週
火
曜
日
）

用
具
は
不
要
。
内
履
き
を
用

そ
の
他

｢

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー｣

ク
ラ
ブ

会
員
募
集

そ
の
他

意
し
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加

す
る
こ
と

第
１
回
目
は
４
月

申
込
み
・
問
合
せ

日

ま
で
に
総
合
体
育
館

‐

17

（水）

52

５
５
７
１

長
岡
市
・
栃
尾
市
・
山
古
志
村
を
再

発
見
で
き
る
心
温
ま
る
写
真
を
募
集
し

ま
す
。
（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

長
岡
市
・
栃
尾
市
・
山
古
志

テ
ー
マ

村
の
自
然
や
農
業
・
農
村
風
景
と
そ

こ
に
住
む
人
た
ち
の
写
真

ど
な
た
で
も

応
募
資
格

２
Ｌ
、
カ
ラ
ー

応
募
サ
イ
ズ

Ｊ
Ａ
各
支
店
か
応
募
取
扱

応
募
方
法

カ
メ
ラ
店
に
あ
る
応
募
票
を
作
品
の

な
が
お
か
農
業
ま
つ
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

裏
面
に
貼
付
し
応
募
す
る

９
月

日

必
着

応
募
締
切

25

（水）

Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
企
画
管

問
合
せ

理
課
広
報
担
当

‐
１
３
０
２

35

先
の
大
戦
で
戦
地
な
ど
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ
た
「
旧
日
本

赤
十
字
社
救
護
看
護
婦｣

、｢

旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦｣

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
を

除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
御
労
苦
に
報

い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
３
月

日

請
求
期
限

15

31

市
保
健
福
祉
課
（

‐

請
求
用
紙

52

５
８
３
６
）
に
あ
り
ま
す
。

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業

問
合
せ

戦
時
衛
生
勤
務
者
に

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を
贈
呈

務
担
当

０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１

８
２
（
直
通
）

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き
の
申
請

書
の
提
出
と
、
保
険
料
の
納
付
は
５
月

日

が
期
限
で
す
。
ま
だ
、
済
ん
で

20

（月）

い
な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。長

岡
労
働
基
準
監
督
署

問
合
せ

‐
８
７
１
１

33

事
業
主
に
対
し
、
平
成

年
度
３
月

15

新
規
学
卒
予
定
者
を
対
象
と
す
る
、
求

人
受
理
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

４
月

日

時
〜

と

き

26

（金）
14

文
化
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

長
岡
公
共
職
業
安
定
所
学
卒

問
合
せ

担
当

‐
１
１
８
１

32毎
週
火
曜
日
夜
、
お
よ
び
毎

練
習
日

週
土
曜
日
の
午
前
中

小
学
１
年
生
〜
中
学
１
年
生

対
象
者

年
間
八
千
円
（
保
護
者
説
明

会

費
会
時
に
徴
収
）

４
月

日

ま
で
に
総
合
体

申
込
み

30

（火）

育
館
内
栃
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事

務
局

‐
５
５
７
１

52

労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
き
は
お
早
め
に

新
規
学
卒
予
定
者

求
人
受
理
説
明
会

(

栃
尾
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ)

サ
ッ
カ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
メ
ン
バ
ー
募
集

21○
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狂犬病予防注射の巡回

生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により、
年１回注射を受けなくてはなりません。次の
日程の中で都合のよい会場で受けてください。
なお、この期間後は個別料金で、割高になり
ます。

個人通知書・印鑑・料金3,100円持参するもの
（おつりのいらないように）

４月２２日（月）
9:45 ～10:05 いずみ苑
10:15 ～10:30 栃堀区事務所
10:50 ～11:00 上来伝生活改善センター
11:20 ～11:30 西中野俣ふるさと会館
13:10 ～13:25 比礼・清水屋商店前
13:45 ～13:55 農協一之貝事務所
14:10 ～14:30 北荷頃・開発センター
14:50 ～15:05 中・生活改善センター
15:20 ～15:30 半蔵金防雪センター

４月２３日（火）
9:30 ～ 9:45 小貫公民館
10:00 ～10:10 農協川谷事務所
10:30 ～10:45 農協人面事務所
11:00 ～11:20 農協下塩谷支店
13:20 ～13:35 二日町ライスセンター
13:55 ～14:05 大野原・開発センター
14:20 ～14:30 梅野俣公民館
14:50 ～15:05 農協入塩川事務所

４月２４日（水）
9:30 ～11:30 総合体育館

集合注射での「犬の登録と狂犬病予防注射」は※
市外ではできません。

新規登録
初めて犬を登録する場合は、会場に印鑑と手数料
6,100円(注射代金を含む)を持参してください。

保健福祉課保健予防係 ５２－５８３６問合せ

老人クラブ入会のご案内
あなたの老後を、明るく活力の

あるものにするため、老人クラブ
に加入しませんか？

おおむね６０歳以上の人対 象
各地区の老人クラブ会長申込み
栃尾市老人クラブ連合会問合せ

５２－００２２

にいがた緑の百年物語
緑花推進団体を支援

◎緑花活動を行っている団体に、50万円を上限とし、その経
費や、苗木購入費を補助します(企画書締め切り４月30日）

緑化推進委員会
問合せ：

電話025 290 8055- -
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兼
環
境
係
長
）▽

中
野
俣
小
学
校
管
理

◆
学
校
管
理
員

員
佐
藤
重
樹
（
総
務
課
運
転
手
）

▽
司
令
長
島
田
金
一
（
司

◆
消
防
署

令
）
▽
小
隊
長
諏
佐
工
三
（
副
小
隊

長
）
▽
係
長
諸
橋
英
夫
（
主
査
）

◆
新
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
け
）

▽
主
事
飯
浜
浩
衛
（
農
林
課
）
▽
主

事
石
丸
貴
士
（
ガ
ス
水
道
局
）
▽
主

事
補
林
高
子
（
市
民
課
）
▽
主
事
補

難
波
真
奈
美
（
会
計
課
）
▽
主
事
補

稲
田
真
美
（
商
工
観
光
課
）
▽
主
事

補
佐
藤
裕
美
（
保
健
福
祉
課
）
▽
消

防
士
中
村
大
輔
（
消
防
署
）

◆
退
職
者
（
３
月

日
付
け
）

31

▽
大
崎
了
介
（
社
会
教
育
課
長
）
▽

木
間
康
平
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
椿

賢
一
（
下
水
道
課
長
）
▽
保
科
忠
正

（
消
防
署
警
防
課
長
）
▽
山
田
秀
夫

（
消
防
署
分
隊
長
）
▽
田
口
節
夫

（
総
務
課
主
任
運
転
手
）
▽
中
沢
ト

シ
（
白
山
保
育
所
給
食
調
理
員
）
▽

大
橋
ト
シ
子
（
社
会
教
育
課
副
参

事
）
▽
長
谷
川
千
里
（
市
民
課
副
参

事
兼
国
保
係
長
）
▽
佐
藤
桂
子
（
市

民
課
主
事
）

23
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№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 備　考

１ 看護婦・士 医療業 新栄町 １ 22～55
160,000～
200,000

8:30～18:30 看護婦・士免許（又は准看免許）

２ マッサージ師 診療所 東が丘 １ 18～40
153,800～
230,700

9:00～18:30
あん摩、マッサー
ジ、指圧師、はり
師、灸師免許

３ 土木技術職員 総合建設業 山田町 ５ 25～45
210,000～
260,000

8:00～17:00 自動車免許、１級土木施工管理技士

４ 薬剤師 医薬品小売業 新栄町 １ 23～40
230,000～
430,000

8:45～18:45 薬剤師免許

５ 保育士 児童福祉事業 栃堀 １ 20～40
135,000～
187,200

8:00～17:00 保育士資格

６ 建設技術員
一般土木建築工
事業

平 ２ 26～46
224,000～
280,000

8:00～17:15
１級土木施工管理、
１、２級建築士、
１級建築施工

７ 看護婦・士（准） 老人福祉事業 上樫出 １ 不問～
169,600～
190,800

8:30～17:30 看護業務経験者、看護婦・士（准）

８ 看護員 介護サービス業 平 ２ 25～55
180,000～
250,000

8:00～18:00
9:00～18:00
8:00～17:00

普免、看護婦・士、
准看護婦・士

９ 設計 電子部品製造業 滝の下町 ２ 25～35
190,000～
320,000

9:00～18:00 設計経験者

10 食品販売員 協同組合 泉 １ 20～
123,750～
123,750

9:30～18:00 普免

11 企画、開発 織物業 北荷頃 １ 18～60
171,000～
240,000

8:00～17:00 普免、経験者

12 生産技術 電子部品製造業 滝の下町 ２ 25～35
180,000～
310,000

9:00～18:00 経験者

13 美容師 美容業 谷内 １ 18～30
140,000～
140,000

8:30～18:00 美容師免許

14 織布工 織物業 泉 １ 18～30
154,500～
187,300

5:00～13:30
13:30～22:00

織布経験者

15 織布要員 織物業 北荷頃 ２ 不問～
126,500～
230,000

22:00～ 5:30 経験者

16 美容師 理・美容業 吉水 １ 20～40
130,000～
200,000

9:00～18:30 美容師免許

17 外注管理員 織物業 新栄町 １ 18～40
130,000～
180,000

8:10～17:00 普免（オートマ限定不可）

18 タクシー乗務員
一般乗車用旅客
運送業

金町 ２ 25～45
146,335～
146,335

8:00～23:00
10:00～ 9:00
13:00～11:00

普通二種

19 タクシー運転手 一般乗用旅客運
送業 大町 １ 20～

138,400～
138,400

7:30～16:30
8:00～18:00
9:00～19:00

普通二種

20 裁断士 織物業 新栄町 １ 18～40
125,000～
200,000

8:10～17:00 経験者

21 ミシンオペレーター 織物業 新栄町 ２ 20～40
120,000～
150,000

8:10～17:00 経験者

22 織布工 織物業 仲子町 ２ 30～55
153,000～
180,000

5:00～13:30
13:30～22:00

経験者

23 ソーイングスタッフ 織物業 大野町 １ 18～50
119,600～
156,400

8:20～17:20 30歳以上は経験者のみ

24 織布員（二交替） 織物業 北荷頃 ２ 18～50
147,800～
197,800

5:30～13:30
13:30～22:00

経験者優遇、
未経験でも可

25
ミシンオペレー
ター

婦人服縫製業 平 ５ 18～35
117,000～
148,500

8:35～17:00 不問

26 調整員 織物業 北荷頃 ２ 18～56
199,800～
257,800

5:00～13:30
13:30～22:00

経験者優遇、未経験者
は栃尾市内の方のみ

27 縫製工 婦人服縫製業 山田町 ２ 18～45
135,191～
204,002

8:15～17:15 経験者のみ、製造技術経験者は55歳まで

28 綾通し工 織物業 神保町 １ 不問～
118,000～
137,400

8:15～17:30 経験者、又は織布経験者でも可

29 修整員及び運転手 織物業 新栄町 １ 20～30
140,000～
170,000

8:10～17:00 経験者優遇、普免

30 看護師、准看護師 介護サービス業 平 ２ 25～50 950～1,200 8:00～16:00
病院勤務３年以上、
普免

31 カラーマッチ 染織整理業 泉 １ 30～40
138,000～
140,000

8:00～17:00 経験者

32 油揚げ製造工 食品製造業 人面 ２ 18～45
124,800～
153,600

8:00～17:00

33 介護支援専門員 老人福祉事業 下樫出 １ 25～50
1,000～

1,200
8:30～17:30

介護支援専門員、
就業時間は左記時
間内の４時間

34 店員 農畜産物・水産
物卸売業 表町 １ 18～25 700～700 8:00～13:00 普免

35 入力要員 織物業 平 １ 18～40 650～670 9:00～18:00
普免、経験者優遇、
就業時間は左記時
間内の６時間

36 油揚げ製造工 食品製造業 人面 ３ 18～45 650～800 8:00～12:00

37 ドライバー 一般貨物自動車
運送業 楡原 ３ 19～45 850～1,000 7:40～14:10 普免取得１年以上、マニュアル車運転可能

38 学習塾講師 個人教授所 滝の下町 ２ 20～35
2,040～

2,590
19:10～21:20 短大卒以上

39 正、准看護婦・士 一般診療所 新栄町 １ 22～55 900～1,300 8:30～12:30
15:30～18:30

正、准看護婦・士免
許

40 デリバリー要員 織物業 平 ３ 20～45 680～680 8:30～18:00
高卒、経験者優遇、
就業時間は左記時間
内の６時間

最近の求人情報をお知らせします。
すでに決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内
容の詳細については、職安栃尾分室紹介係におたずねください。
《求人情報》 （平成14年３月20日現在）

〈問合せ〉
ハローワーク
長岡公共職業安定所
栃尾分室152－2333

求 人 コ ー ナ ー



４
月

日

○
宵

宮

28

（日）

４
月

日

○
大
名
行
列

29

（月）

午
前
９
時

分

諏
訪
神
社
出
発

30

午
後
４
時

舞

込

）

（
舞
込
を
知
ら
せ
る
花
火

午
後
３
時

栃
尾
の
春
の
風
物
詩
、
諏
訪
神
社
春

季
大
祭
の
大
名
行
列
は
、
県
内
で
も
第

一
級
の
祭
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
格
式
と
歴
史
的
価
値
か
ら
、
昭
和
41

年
に
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い

※
小
雨
決
行

雨
天
の
場
合
は
、

時
か
ら

時
ま

11

12

で
総
合
体
育
館
で
、
奴
・
は
や
し
方

の
披
露
と
、
傘
鉾
の
審
査

※
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

・
車
両
通
行
止
…

・

日
（
谷
内
一
〜

28

29

秋
葉
ト
ン
ネ
ル
前
交
差
点
）

・
交
通
規
制
…

日
午
前

時
〜

時

29

９

11

ま
で
大
町
交
差
点
か
ら
大
野
橋
の
間
。

秋
葉
ト
ン
ネ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
か
が
り
て
ま
り
は
、
昔
、
絹

を
織
る
山
里
の
女
衆
が
、
絹
の
残

り
糸
を
利
用
し
て
作
っ
た
の
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
代
々

作
り
つ
が
れ
て
き
た
懐
か
し
い
伝

統
柄
や
、
華
や
か
な
創
作
模
様
の

て
ま
り
な
ど
三
千
個
を
展
示
即
売

す
る
「
栃
尾
て
ま
り
ま
つ
り
」
。

会
場
で
は
手
か
が
り
て
ま
り
の

制
作
実
演
・
体
験
会
も
行
わ
れ
ま

す
。

栃
尾
て
ま
り
の
会
事
務
局

問
合
せ

‐
３
０
５
５

53

栃
尾
市
観
光
協
会

‐
１
１
９
５

51

平成14年

4.18
栃
尾
市
文
化
財
（
風
俗
習
慣
）

諏
訪
神
社
春
季
大
祭

大
名
行
列

くん西 由之
よしゆき

（表 町）
４月10日
３歳児

健診会場で

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町２－２－23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳６カ
月児歯科健診、３歳児歯科健診
では、歯科健診がありますので
健診前に歯を磨いておいてくだ
さい。また、希望者にフッ素塗
布を実施します。

※母子手帳、問診票を忘れずに
持参してください。

三
〇
〇
〇
個
を
豪
華
に
展
示
・
即
売

て
ま
り
ま
つ
り

栃 尾

健 診 名 月 日 対象者生年月
４ カ 月 児 健 診 ５月14日(火) 14年１月生まれ
７ カ 月 児 健 診 ５月10日(金) 13年10月生まれ
１歳６カ月児健診 ５月９日(木) 12年11月生まれ
２歳６カ月児歯科健診 ５月15日(水) 11年11月生まれ
３歳児歯科健診 ５月15日(水) 11年５月生まれ
３ 歳 児 健 診 ５月８日(水) 10年12月生まれ

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

対象者生年月種 類 月 日

ツベルクリン反応検査 ５月29日(水) 14.１～14.２

判定・ＢＣＧ ５月31日(金) 14.１～14.２
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測って頂きます）
※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読ん
できてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
５月28日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時

◎子育てについて相談のある人は、おいでください。
保健師、助産師、保育士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
５月22日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
準備の都合上、事前に保健福祉課までご連絡く
ださい。 52-5836 内線287

□心の悩み精神保健相談
５月10日（金）午後１時30分～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町２－２－23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 33-4931問合せ ▼

※事前にご予約ください。

５
月
１
日

〜
５
日

と

き

（水）

（日）

午
前

時
〜
午
後
４
時

10

文
化
セ
ン
タ
ー

展
示
室

と
こ
ろ

わ
た
し
も
つ
く
っ
て
み
た
い
な

凛々しい姿のお弓たち

人口 ２５,０２３人 男 １２,２４３人 女 １２,７８０人 世帯数 ７,３１５
市のようす

３月末現在

５
月
１
日
〜
６
月

日
（
６

と

き

26

月

日
を
除
く
）
毎
週
水
曜
日

時

12

13

分
〜

時

分

30

14

30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

人

定

員

60月
額
千
円
（
初
日
に
持
参
く

会

費
だ
さ
い
）

総
合
体
育
館

‐

申
込
み
・
問
合
せ

52

５
５
７
１

中
学
校
卒
業
ま
た
は
こ
れ

受
験
資
格

と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人
で
、
調
理
業
務
に
従
事
し

中
高
年
向
け

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

平
成

年
度

14調
理
師
試
験

た
経
験
が
２
年
以
上
あ
る
人

調
理
師
試
験
受
験
願
書
、

必
要
書
類

調
理
業
務
従
事
証
明
書
、
卒
業
証
明

書
、
写
真
、
受
験
票
、
手
数
料
六
千

四
百
円

５
月

日

〜
５

願
書
の
提
出
期
間

13

（月）

月

日

（
厳
守
）

20

（月）
長
岡
市

試
験
会
場

６
月

日

時
〜

時

試
験
日
時

28

（金）
13

15

分
30

長
岡
健
康
福

願
書
の
提
出
・
問
合
せ

祉
環
境
事
務
所
（
旧
長
岡
保
健
所
）

‐
４
９
３
１

33
平
成

年
度
の
保
育
士
試
験
の
科
目

14

に
「
養
護
原
理
」
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

保
育
士
試
験
の
科
目
に

｢

養
護
原
理｣

が
追
加

な
お
、
試
験
の
実
施
要
綱
は
５
月
中
旬

か
ら
児
童
家
庭
課
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

県
児
童
家
庭
課

０
２
５
‐

問
合
せ

２
８
０
‐
５
２
１
５

第
一
回
５
月

日

講

と
き
・
内
容

18

（土）

義｢

果
樹
の
年
間
管
理
に
つ
い
て｣

実

習｢

摘
蕾
、
摘
果
、
新
梢
管
理｣

、
第

２
回
６
月

日

講
義｢

主
な
病
害
虫

22

（土）

と
防
除
法
、
肥
料
の
種
類
と
や
り
方｣

実
習｢

摘
果
、
袋
掛
け
、
新
梢
誘
引｣

、

第
３
回

月
９
日

講
義｢

せ
ん
定
の

11

（土）

考
え
方
、
主
な
品
種
の
特
徴｣

実
技

｢

も
も
・
ぶ
ど
う
の
整
枝
、
せ
ん
定
、

苗
木
植
え
付
け｣

い
ず
れ
も

時

分

13

30

〜

時

分

16

30

農
業
講
座(

果
樹)

農
業
大
学
校
研
修
館
・
ほ
場

と
こ
ろ

各
回

人
（
先
着
順
）

定

員

50

無

料

受
講
料

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

申
込
み

電
話
番
号
、
研
修
名
（
市
民
農
業
講

座
）
、
受
講
希
望
日
を
記
入
し
、
開

催
講
座
の
２
週
間
前
ま
で
に
県
農
業

大
学
校
研
修
セ
ン
タ
ー
〒
九
五
三
‐

〇
〇
四
一
西
蒲
原
郡
巻
町
大
字
巻
甲

１
２
０
２
１

０
２
５
６
‐
７
２
‐

３
１
４
１

県
は
、
家
庭
教
育
や
子
育
て
に
不
安

や
悩
み
の
あ
る
人
を
対
象
に
し
た
電
話

相
談｢

す
こ
や
か
コ
ー
ル｣

を
行
っ
て
い

ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
相
談
時
間
な
ど

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

電
話
で
の
受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
、

時
〜

時

13

21

０
２
５
‐
２
８
３
‐
１
１
５
０

で
の
受
付
時
間

FAX
月
〜
金
曜
日
、

時
〜
翌
日

時

21

13

０
２
５
‐
２
８
４
‐
６
０
１
９

FAX小
規
模
事
業
場
の
方
々
に
、
健
康
相

談
窓
口
を
開
設
し
、
健
康
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談
・
指
導
な
ど

は
無
料
で
、
そ
の
内
容
や
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

子
育
て
電
話
相
談

｢

す
こ
や
か
コ
ー
ル｣

の

相
談
時
間
の
変
更

！

応
援
し
ま
す

職
場
の
い
き
い
き
健
康

広報とちお おしらせ版 14.4.18 (6)|||||| |||||

長 岡 圏 域
イベント情報

【長岡市】
misatoじゃじゃ馬ならしツアー'02▽渡辺美里

開演18 30と き ５月17日（金） :
長岡市立劇場ところ
芸術文化振興財団 29 7711問合せ -

【小千谷市】
国指定重要無形民族文化財「牛の角突き」▽

（金）と き ５月３日
小栗山闘牛場ところ
商工観光課 83 3512問合せ -

【見附市】
アルカディア feel first story Ver.５▽

ムカシ語り「あったてんがない」
５月19日 開演18 00と き （日） :
見附市文化ホールところ
見附市文化ホール 63 5321問合せ -

【越路町】
スーパードッグスコンペティションin越路▽

５月12日（日）と き
河川公園ところ
企画振興課 92 5902問合せ -

【三島町】
第18回三島町西山連峰登山マラソン大会▽

（日）と き ５月19日
三島町体育館ところ
実行委員会 42 2221問合せ -

【与板町】
楽山苑ライトアップ▽

（水）～24 （金）と き ５月15日 日
楽山苑ところ
企画課 72 3100問合せ -

【出雲崎町】
天領の里開館８周年記念イベント▽

４月27日（土）～29日（月）と き
５月３日（金）～６日（月）
天領の里ところ
企画振興課 78 2291問合せ -

【山古志村】
牛の角突き▽

５月４日（土）12時～と き
池谷闘牛場ところ
産業課 59 2330問合せ -

死者 傷者交通事故
３月 5件

14年累計 16件

0 人

0 人

5人

16人
!～通学途中に多い自転車事故

～ゆとりある安全運転で防ぎましょう!!



農
作
業
中
や
、
田
畑
へ
の
行
き
帰
り

の
途
中
の
公
道
上
で
の
事
故
が
こ
の
時

期
、
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
、
農
作
業
事
故
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
前
に
は
農
業
機
械
の
点
検
整
備

を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
機
械
の
点
検
調
整
は
、
エ
ン
ジ
ン
を

止
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
機
械
の
積
み
下
ろ
し
や
田
畑
へ
の
出

入
り
の
際
は
、
転
倒
・
転
落
事
故
が

起
こ
り
や
す
い
の
で
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▽
道
路
走
行
中
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

春
の
農
作
業
事
故

防
止
に
つ
い
て

り
機
械
の
構
造
と
道
路
状
況
に
見
合

っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
夕
暮
れ
時
は
早
め
に
点
灯
し
、
ま
た

反
射
材
な
ど
を
装
着
し
て
他
の
車
か

ら
確
認
し
や
す
く
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

▽
ゆ
と
り
あ
る
作
業
計
画
を
立
て
、
決

し
て
無
理
は
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▽
最
近
、
高
齢
者
の
事
故
が
多
発
し
て

お
り
、
十
分
注
意
し
た
作
業
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

市
は
、
中
山
間
地
域
活
性
化
推
進
事

と
ち
お
の
民
芸
品

写
真
展
、
ビ
デ
オ
映
写

業
の
取
り
組
み
と
し
て
、
農
村
な
ど
で

埋
も
れ
つ
つ
あ
る
地
域
や
集
落
に
伝
わ

る
民
芸
品
な
ど
の
写
真
と
ビ
デ
オ
を
作

り
ま
し
た
。

栃
尾
の
生
活
習
慣
な
ど
か
ら
、
先
人

た
ち
の
知
恵
と
創
作
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
伝
承
民
芸
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月

日

〜

日

と

き

22

（月）

26

（金）

８
時

分
〜

時

30

17

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

写
真

点
、
ビ
デ
オ
５
作
品

内

容

20

農
林
課

‐
５
８
４
７

問
合
せ

52

教
室
・
講
座

防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
、

甲
種
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

５
月

日

・

両
日

と

き

23

（木）

24
（金）

と
も
９
時
か
ら

時
ま
で
（
両
日
と

16

も
受
講
が
必
要
）

文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

と
こ
ろ

二
千
五
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
講
料

消
防
本
部
に
あ
る

申
込
み
・
問
合
せ

申
込
用
紙
に
写
真
（
３
㎝
×
４
㎝
）

を
添
え
て
４
月

日

か
ら
５
月

22

（月）

13

日

ま
で
の
間
に
消
防
本
部
警
防
課

（月）
予
防
係

‐
１
１
５
５

52
６
月
２
日

８
時

分
文
化

と

き

（日）

20

セ
ン
タ
ー
前
集
合

松
之
山
町
美
人
林

行
き
先

今
井

厚
さ
ん

講

師

写
生

筒
場
大
山
さ
ん

写
真

二
千
円

参
加
費

人
（
先
着
順
）

定

員

25

４
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

24

（水）

公
民
館

‐
２
０
２
０

52
４
月

日
、
５
月

・

日

と

き

27

11

25

い
ず
れ
も
土
曜
日
の
９
時
〜

時
11

文
化
セ
ン
タ
ー
、
体
育
館
な
ど

と
こ
ろ

五
百
円

参
加
費

写
生
・
写
真
撮
影
会

あ
そ
び
じ
ゅ
く

ん｣

〜
栃
尾｢

春
た
ん
け

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
付
与
講
習
会

人
（
先
着
順
）

定

員

25小
学
校
１
〜
３
年
生

対

象

内

容
①
春
の
城
山
フ
ラ
ワ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

②
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
作
り

③
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
作
り

▽
こ
の
他
に
も
年
間

コ
ー

そ
の
他

10

ス
を
予
定
し
て
お
り
、
詳
細
資
料
は

公
民
館
▽
次
回
は
６
月
に
開
催
の
予
定

４
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

23

（火）

公
民
館

‐
２
０
２
０

52

ふ
る
さ
と
に
伝
承
す
る
民
話
を
学
習

し
、
一
人
一
話
を
目
標
に
語
り
継
い
で

み
ま
せ
ん
か
。

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

と

き

時
〜

時

14

16

文
化
セ
ン
タ
ー
和
室

と
こ
ろ

千
円

参
加
費

４
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

23

（火）

公
民
館

‐
２
０
２
０

52
５
月

日
か
ら
（
月
１
回
程

と

き

21

度
を
予
定
）

時

分
〜

時

分

13

30

15

30

文
化
セ
ン
タ
ー
第
２
研
修
室

と
こ
ろ

三
百
円

参
加
費

松
本
鷹
志
さ
ん

講

師

人
（
先
着
順
）

定

員

30

４
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

22

（月）

公
民
館

‐
２
０
２
０

52

か
た
り
べ
教
室

高
齢
者
趣
味
の
講
座

「
短
歌
講
座
」
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職種・採用人員
消防職員（上級職または初級職） …若干名

受験資格
…大学卒業程度の学力を有し、昭和49年４上級職

月２日から昭和55年４月１日までに生まれた人
初級職…高等学校卒業程度の学力を有し、昭和50
年４月２日から昭和59年４月１日までに生まれ
た人

住所要件 栃尾市に住所のある人およびＵターン希
望者（就学のため、一時的に市外へ転出している
人を含む）

試 験
第一次試験 ５月19日(日) 栃尾市役所
教養試験、適性試験、作文試験

第二次試験 ６月16日(日) 栃尾市役所
個別面接試験、健康検査（指定医療機関での健
康診断書の提出）、体力測定

採用予定日 平成14年７月１日
受験手続
・受験申込書は総務課で交付します。
・受験申込書のほかに、次の書類を添付して総務
課へ提出してください。最終学校の卒業証明書、
最終学校の成績証明書（開封しないこと）

・郵送による申し込みは受け付けをしません。
受付期間
４月10日(水)から５月２日(木)までの執務時間内
（午前８時30分から午後５時15分）。ただし、土
曜日、日曜日および祝日は受け付けをしません。

申込み・問合せ
総務課人事係〒940‐0298栃尾市金町２‐１‐５
５２‐２１５１内線３２５

市職員募集

とき：５月15日(水)10:00～12:30、13:30～15:30 ところ：市民会館献 血

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お
り
な
す
」

で
行
う
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

◆
「
Ｉ
Ｔ
初
心
者
講
座
」

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ

内

容
る
人
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
よ
く
理
解

で
き
な
か
っ
た
人
を
対
象
に
文
字

入
力
や
メ
ー
ル
の
基
礎
を
し
ま
す
。

①
５
月
８
日

・

日

と

き

（水）

10

（金）

・

日

・

日

、
い
ず
れ
も

15

（水）

17

（金）

時

分
〜

時

分
②
５
月

13

30

16

30

11

日

・

日

・

日

・
６
月

（土）

19

（日）

25

（土）

２
日

、
い
ず
れ
も

時

分
〜

（日）

13

30

時

分

16

30
無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

受
講
料

な
ど
教
材
費
と
し
て
八
百
円
（
昨

年
度
Ｉ
Ｔ
講
習
会
で
使
用
し
た
テ

キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
人
は
無

お
り
な
す

パ
ソ
コ
ン
講
座

料
）

◆
「
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」

文
字
入
力
が
で
き
る
人
を

内

容
対
象
に
、
ワ
ー
ド
で
い
ろ
い
ろ
な

文
書
を
作
成
し
、
メ
ー
ル
に
添
付
。

５
月
７
日

・
９
日

・

と

き

（火）

（木）

日

・

日

・

日

・

14

（火）

16

（木）

21

（火）

23

日

、
い
ず
れ
も

時
〜

時

（木）

19

21

無
料

受
講
料

い
ず
れ
も

人
（
先
着
順
）

定

員

20開
催
日
７
日
前
ま

申
込
み
・
問
合
せ

で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り
な
す

‐
１
３
３
１

51
絵
本
や
童
話
な
ど
の
お
な
は
し
の
楽

し
さ
を
い
ろ
い
ろ
実
践
学
習
し
ま
す
。

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

と

き

時
〜

時

14

16

お
は
な
し

講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室

と
こ
ろ

人
程
度

定

員

10
歳
以
上
の
人

対

象

18千
円

参
加
費

公
民
館

‐
２

申
込
み
・
問
合
せ

52

０
２
０

ハ
ガ
キ
絵
を
書
き
、
作
っ
た
額
ぶ
ち

に
入
れ
ま
す
。

５
月

日
〜
６
月

日

と

き

23

13

毎
週
木
曜
日

全
４
回

時

分
〜

時

分

Ａ
コ
ー
ス
13

30

15

30

時

分
〜

時

分

Ｂ
コ
ー
ス
19

30

21

30

文
化
セ
ン
タ
ー
学
習
室

と
こ
ろ

今
井

厚
さ
ん

講

師

二
千
円

参
加
費

各
コ
ー
ス

人
（
先
着
順
）

定

員

10

一
般
成
人

対

象

４
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

24

（水）

公
民
館

‐
２
０
２
０

52
５
月

日

８
時

分
文
化

と

き

19

（日）

30

セ
ン
タ
ー
前
出
発

小
出
町
方
面

行
き
先

人
（
先
着
順
）

定

員

30三
千
円(

昼
食
・
保
険
料
な
ど)

参
加
費

句
作
の
用
具

持
参
品

４
月

日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

24

（水）

参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
２

52

０
２
０

手
作
り
木
工
教
室

俳
句
吟
行
会

沈
む
冬
の
星
座
と
春
の
星
座
た
ち
を

訪
れ
、
天
体
望
遠
鏡
で
西
の
空
に
輝
く

天
体
を
観
察
し
ま
す
。

５
月

日

時
受
付
、

と

き

10

（金）
19

19

時

分
か
ら
２
時
間
程
度

30

旧
入
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
こ
ろ

そ
の
他

…

木
星
・
土
星
・
か
に
座
の
プ
レ
セ
ペ

天
体
観
察
会

防
寒
の
準
備
が
必
要
、
雨
天

そ
の
他

は
中
止

星
空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

‐

問
合
せ

52

２
７
８
４
（
金
町
・
斎
藤
）

ア
ト
レ
と
ど
展
示
コ
ー
ナ
ー

○
花
と
遊
ぼ
う
（
彩
の
会
）

４
月

日

〜
５
月
６
日

21

（日）

（月）

○
中
野
俣
小
学
校
児
童
作
品
展

（
中
野
俣
小
学
校
）

５
月
９
日

〜

日

（木）

19

（日）
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あなたの骨は大丈夫ですか？

骨粗しょう症検診
申し込み受付中

保健福祉課 52‐５８３６申込場所
※申し込みをした人に、受診票と問診
票をお送りします

検診日
（各30人）▽栃尾郷病院

５月10日(金)、６月14日(金)・21日
(金)・28(金)、午後１時30分～
木村クリニック▽

随時（電話予約必要 51－５７７５
市役所から受診票が届いたら、予約
してください）
18～69歳の希望者対象者
ただし、昨年市の骨粗しょう症
検診を受けた結果がＡクラス
（充分な骨量）の人は除く
８００円負担金

クリーンセンター
(ゴミの持込み)

休み 休み
４/29(月)
みどりの日

通 常 ど お り 通 常 ど お り４/30(火)
～５/２(木)

休み 休み
５/３(金)

通 常 ど お り憲法記念日

休み 休み
５/４(土)
憲法記念日

休み 休み
５/５(日)
こどもの日

休み
５/６(月) 収 集 し ま す

(月曜日の収集区域のみ)振替休日

ゴ ミ 収 集

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
の

４
月

日
（
み
ど
り
の
日
）
か

29

ら
５
月
６
日
（
振
替
休
日
）
ま
で

の
休
日
の
ご
み
収
集
な
ど
の
業
務

は
、
下
の
表
の
と
お
り
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
５
月
６

日

は
、
月
曜
日
の
ご
み
収
集
区

(月)
域
の
み
収
集
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
春
の
粗
大
ご
み
の
収
集

に
つ
い
て
は
、
５
月

日
か
ら
実

22

施
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
い
日
程

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ

環
境
衛
生
課

‐
２
４
７
７

53

リ サ イ クル 品

錦 鯉 即 売 会 と き：５月５日（祝）
ところ：産業交流センター｢おりなす｣前

農林課内錦鯉組合事務局
問合せ：

52-5847



市
で
は
、
経
済
情
勢
が
厳
し
い

中
、
経
営
努
力
を
か
さ
ね
て
い
る

地
場
産
業
の
繊
維
業
界
を
は
じ
め

と
し
た
工
業
、
お
よ
び
商
業
の
振

興
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
内
容
を
ご
検
討
の
う
え
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
産
業
振
興
奨
励
事
業
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
商
工
観
光
課

‐
52

５
８
２
７
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……… 栃 尾 市 制 度 融 資 ………
（平成14年4月1日現在）

融 資 条 件

制 度 名 融 資 対 象 融資利率 信用保証料補給資金使途 限度額 融資期間()信保付

運転資金5年以内
・市内に住所又は事業所を有する中小企
業者 保証料の33％を補給地方産業育成資金 運転資金 年2.45％

1,000万円
設備資金7年以内
(6ヵ月以内の据・市税を完納しているもの 設備資金 (年1.95％)
置含む)

・市内に住所又は事業所を有し、引き続中
運転資金 ・借入金額500万円以小 き１年以上同一事業を営む中小企業者 5年以内

設備資金 下は保証料の100％企 経営改善資金 ・本制度融資を受けた資金の償還を完済 1,000万円 (6ヵ月以内の据年2.05％

を補給業 しているもの 置含む)

・500万円を超え、振 ・市税を完納しているもの

1,000万円以下は保興
証料の50％を補給資 共 同 施 設 ・市内中小企業者の組合及び団体 10年以内

・本制度融資を受けた資金の償還を完済 設備資金 3,000万円 (1年以内の据置金 事 業 資 金 年2.05％
しているもの 含む)

・市内に住所又は事業所を有し、引き続
き１年以上同一事業を営む小企業者(常

3年以内
用従業員数が商業サービス業にあって

300万円 (6ヵ月以内の据 保証料の100％を補給小企業経営改善資金 は２人以下、製造業にあっては５人以 運転資金 年1.85％
置含む)下） 設備資金

・本制度融資を受けた資金の償還を完済
しているもの
・市税を完納しているもの

・借入金額500万円以・市内に１年以上居住している個人また

運転資金5年以内 下は保証料の100％は事業を営んでいる会社で、新たな事

運転資金 設備資金7年以内 を補給業を営もうとするもの 年2.00％
設備資金 (1年以内の据置 ・500万円を超え、新規創業支援資金 ・事業を開始して１年以内のもの 1,000万円 (年1.55％)

含む) 1,000万円以下は保・市税を完納しているもの

証料の50％を補給・県の「新潟県中小企業創業支援資金」
融資を受けたもの

・借入金額500万円以年2.20％

下は保証料の100％・市内に住所又は事業所を有し、引き続 (年1.70％)
を補給き１年以上同一事業を営んでいる中小 ただし、

・500万円を超え、企業者 融資期間 7年以内

1,000万円以下は保不況対策緊急資金 ・最近３ヵ月の売上高が過去３年間のい 運転資金 2,000万円 が５年を (1年以内の据置

証料の50％を補給ずれかの年の同期の売上高に比較し 超えるも 含む)

・1,000万円超えは保て、減少している中小企業者 の

証料の33％を補給・市税を完納しているもの 年2.40％
(年1.90％)

※ 保証人・担保は、取扱金融機関の定めるところによる。

商
工
業
活
性
化

支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

〜

融
資
利
率
を
引
き
下
げ
ま
し
た

〜

○
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び
問
合
せ
先

名

称

電
話
番
号

㈱
第
四
銀
行
栃
尾
支
店

‐
１
１
１
１

52

㈱
北
越
銀
行
栃
尾
支
店

‐
２
１
１
１

52

長
岡
信
用
金
庫
栃
尾
支
店

‐
１
１
２
２

52

越
後
な
が
お
か
農
業
協
同
組
合

‐
３
６
４
６

52

栃
尾
市
内
各
支
店

㈱
大
光
銀
行
見
附
支
店

‐
１
６
６
０

62

栃
尾
市
役
所
商
工
観
光
課

‐
２
１
５
１

52

栃
尾
商
工
会

‐
４
１
９
１

52

栃
尾
織
物
工
業
協
同
組
合

‐
３
１
１
１

52

…… 産業振興奨励事業 ……
事業名 要 件 奨 励 措 置

・５人以上の新たな雇用が見 ・貸付額は５百万円以
込まれること 上（８億円を限度）

・貸付対象費用の総額（用地 とする地域総合
取得費を除く）が２千５百 ・貸付利率は無利子整備資金
万円以上 ・償還は15年以内（５貸付事業

年以内の据置期間を
含む）

・工場新設⇒投下固定資産総 ・３年間固定資産税の
額が３千万円を超えかつ、 免除
従業員が７人以上 ・５年間年利率１％の

・工場拡張⇒投下固定資産総 利子補給
額が３千万円を超えかつ、工場設置
増加する従業員が５人以上奨励事業

・工場移転⇒投下固定資産総
額が２千万円を超えるも
の。または従業員数が５人
以上の事業所の移転

・繊維関連の設備費が200万 ・５年間年利率１％の繊維関連
円以上（３億円限度）であ 利子補給産業設備
ること近代化奨

励事業

／11(土)～12(日)文化センター ◆春の山野草展（とちお愛草会） ５
ギャラリーとちお

ガ
ス
水
道
局
で
は
、
都
市
ガ
ス
を
ご

使
用
い
た
だ
い
て
い
る
需
要
家
を
対
象

に
、

ガ
ス
漏
れ
と
ガ
ス

三
年
に
一
度
、

消
費
機
器
調
査
（
ガ
ス
器
機
の
給
排
気

設
備
の
調
査
）
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
栃
尾
市
を
川
西
地
区

と
川
中
地
区
、
お
よ
び
川
東
地
区
の
三

地
区
に
分
割
し
て
三
年
ご
と
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
川
西
地
区
が
調

査
対
象
と
な
り
、
左
の
計
画
表
に
よ
り

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
調
査
に
入
る
前
に
、
町
内
ご

◆
平
成

年
度
は
川
西
地
区

14

と
に
く
わ
し
い
日
程
表
を
回
覧
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
費
機
器
調
査
と
は
、
屋
内
に
設
置

し
て
あ
る
ガ
ス
機
器
で
、
ガ
ス
消
費
量

の
多
い
風
呂
が
ま
と
ガ
ス
湯
沸
器
お
よ

び
そ
の
給
排
気
設
備
に
不
備
が
な
い
か

を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

ガ
ス
機
器
を
安
全
に
ご
使
用
い
た
だ

い
て
い
る
か
、
排
気
筒
に
す
き
間
が
な

い
か
、
給
排
気
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

て
い
る
か
な
ど
を
点
検
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
消
費
機
器
調
査
と
は
？

ま
た
、
不
完
全
燃
焼
防
止
機
能
の
付

い
て
い
な
い
小
型
瞬
間
湯
沸
器
に
つ
い

て
も
、
有
毒
な
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し

て
い
な
い
か
、
排
気
ガ
ス
の
点
検
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

係
員
が
訪
問
し
て
留
守
の
場
合
、
不

在
連
絡
票
を
置
い
て
き
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
調
査
日
時
を
ガ
ス
水
道
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
休
日
や
夜
間
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

こ
の
調
査
は
、
ガ
ス
を
安
心
し
て
、

ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
の
大
切
な
調
査

で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
事
業
者
を
新
規
に
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
指
定
し
、
追
加
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
水
道
】

○
㈲
し
ん
設
備
（
小
千
谷
市
）

‐
３
５
９
９

84

○
㈲
山
一
建
設
工
業
（
栃
尾
市
）

‐
３
２
６
６

58

ガ
ス
水
道
局

問
合
せ

‐
５
８
２
６

52

◆
希
望
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

指
定
工
事
事
業
者

追
加
の
お
知
ら
せ
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と

の

調
査
に
伺
い
ま
す

ガ
ス
と
安
全

【調査日程表】
町 名 調査月

４月鴉ヶ島、水沢、岩野

楡 原 ４月・５月

新 栄 町 ６月

栄 町 ７月・８月

山 田 町 ８月・９月

小 貫 ９月・10月

新 町 10月

大 町 11月

表 町 11月・12月

大 野 町 12月・１月

北 荷 頃 ２月・３月

今
回
の
選
挙
は
、
参
議
院
新
潟
県

選
出
議
員
補
欠
選
挙
で
す
。

投
票
所
で
は
、
係
員
が
投
票
用
紙

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
候
補
者
一
人

の
氏
名
を
書
い
て
、
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
は
届
き
ま
し
た
か

参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠
選

挙
は
、
４
月

日
の
日
曜
日
が
投
票

28

日
で
す
。
選
挙
期
間
中
は
、
選
挙
公

報
が
発
行
さ
れ
た
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
な
ど
で
経
歴
が
放
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
候
補
者
一
人
ひ
と
り
の
主
張

に
「
目
と
耳
」
を
傾
け
て
、
よ
く
考

え
、
大
切
な
一
票
を
ム
ダ
に
し
な
い

よ
う
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

入
場
券
は
ハ
ガ
キ
（
剥
離
シ
ー

ル
）
で
４
月

日
か
ら
４
月

日
の

11

13

間
に
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
し
た
。

ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
栃
尾

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
は
、
各
自
ハ
サ
ミ
で
切

り
離
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
す
る
場
所
・
時
間

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

投

票

の

方

法

は

不

在

者

投

票

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
用
事
な

４
月

日

ど
の
予
定
が
あ
る
人
は
、

27

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

ま
で

（土）土
曜
日
・
日
曜
日
を
問
わ
ず
、
毎
日

午
前
８
時

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

30

行
っ
て
い
ま
す
。
投
票
す
る
場
合
は
、

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
（
印
カ
ン
は
不
用
で
す
）

【
不
在
者
投
票
の
場
所
】

栃
尾
市
役
所
４
階
選
挙
事
務
室

栃
尾
市
選
挙
管
理
委
員
会

問
合
せ

‐
２
１
５
５

52

投
票
す
る
投
票
所
の
場
所
と
投
票

で
き
る
時
間
は
、
入
場
券
に
書
い
て

あ
り
ま
す
。
投
票
所
に
お
出
か
け
の

際
に
は
、
よ
く
お
確
か
め
の
う
え
、

!!４月 21日、杜々の森名水公園オープン
管理運営組合

問合せ：
58-3050


	h14_04_01
	h14_04_02
	h14_04_03
	h14_04_04
	h14_04_05
	h14_04_06
	h14_04_07
	h14_04_08
	h14_04_09
	h14_04_10
	h14_04_11
	h14_04_12
	h14_04_13
	h14_04_14
	h14_04_15

